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程
門
初
伝
と
二
程
語
録
資
料
(
下
)

一
　
朱
某
と
程
門
初
伝

二
　
『
程
氏
遺
書
』
の
構
成
と
二
程
語
録
原
資
料
の
記
録
者

三
　
『
程
氏
遺
書
』
に
お
け
る
程
学
思
想
要
素
の
発
言
分
布

a
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の
論

b
　
「
性
」
　
論

C
　
「
敬
」
　
説
、
「
格
物
窮
理
」
　
説

四
　
程
門
初
伝
に
お
け
る
程
学
受
容
と
二
程
語
録
資
料

a
　
程
門
初
伝
の
思
想
傾
向
と
『
程
氏
遺
書
』

b
　
北
未
来
の
状
勢
の
中
で

五
　
小
結

(
以
上
前
集
)

(
以
上
本
集
)

市
来
　
津
由
彦

三
　
『
程
氏
遺
書
』
に
お
け
る
程
学
思
想
要
素
の
発
言
分
布

(
第
三
節
、
こ
れ
ま
で
の
梗
概

二
程
い
ず
れ
の
発
言
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
二
先
生
語
」
　
「
明
道
先
生
話
し
「
伊

川
先
生
語
」
　
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
『
河
南
程
氏
遺
書
』
(
以
下
、
程
氏

遺
書
も
し
く
は
遺
書
と
略
記
)
　
に
お
け
る
二
程
の
思
想
要
素
の
発
言
分
布
様
態
を

検
討
す
る
こ
と
を
ま
ず
述
べ
る
。
検
討
対
象
は
、
後
世
の
　
「
朱
子
学
」
　
に
入
り
込

み
、
思
想
史
的
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
、
a
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の

論
、
b
　
「
性
」
　
論
、
c
　
「
敬
」
　
説
、
「
格
物
窮
理
」
説
と
す
る
。

・
　
そ
の
a
、
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
は
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
た
っ
て

み
ら
れ
る
が
、
「
生
生
」
　
の
論
、
ま
た
そ
の
　
「
生
生
」
　
の
論
と
重
な
る
　
「
理
」
　
「
天

理
」
　
の
論
は
、
「
二
先
生
語
」
　
及
び
　
「
伊
川
先
生
語
」
　
に
お
け
る
張
載
の
関
学
関
係

者
に
関
わ
る
巻
と
、
「
明
道
先
生
語
」
部
分
に
限
定
さ
れ
る
。
特
に
　
「
理
」
　
「
天
理
」

の
論
と
　
「
生
生
」
　
の
論
が
明
確
に
重
な
る
も
の
は
、
r
二
先
生
語
」
　
の
関
学
関
係
者

関
連
の
巻
の
う
ち
の
呂
大
臨
録
に
限
ら
れ
る
。
特
色
あ
る
そ
れ
ら
の
発
言
は
、
張

載
説
を
承
け
た
関
学
関
係
者
と
二
程
と
が
接
触
す
る
所
で
関
学
関
係
者
の
質
問
に
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対
応
し
て
表
出
さ
れ
た
論
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
)

b
、
「
性
」
論

呂
大
臨
録
、
ま
た
程
顛
語
の
　
「
生
生
」
　
の
論
の
資
料
は
、
道
の
　
「
生
生
」
　
の

働
き
を
受
け
て
　
(
も
の
)
　
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
そ
の
も
の
と
し
て
の
も
ち
ま

え
、
本
質
、
す
な
わ
ち
「
性
」
が
そ
な
わ
る
と
説
く
〔
①
〕
。
そ
こ
で
は
性
論
は
、

「
生
生
」
　
の
論
、
「
理
」
　
の
論
の
展
開
と
し
て
語
ら
れ
る
。

性
善
、
性
悪
の
語
を
両
極
と
し
て
、
統
治
対
象
と
し
て
の
人
の
被
統
治
の
根

拠
、
も
し
く
は
統
治
者
と
し
て
の
君
主
の
資
質
の
あ
り
方
と
し
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
伝
統
思
想
の
中
の
性
論
は
、
こ
の
北
宋
代
に
、
統
治
に
た
ず
さ
わ
る
主
体

=
士
人
そ
れ
ぞ
れ
の
　
「
心
」
　
の
倫
理
実
践
の
あ
り
方
を
基
礎
づ
け
る
心
性
論
、

す
な
わ
ち
心
の
働
き
し
く
み
、
構
造
の
論
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
転
換
を
向
か

え
る
。
二
程
は
、
北
宋
ま
で
の
旧
い
性
論
の
枠
組
み
を
引
き
ず
り
つ
つ
も
、
同

時
に
『
孟
子
』
の
言
を
踏
み
台
に
し
て
こ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
役
割
を
担
う
。

こ
の
北
宋
代
、
孟
子
の
評
価
は
ま
だ
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の

「
性
善
」
と
い
う
主
張
が
、
心
の
修
養
、
「
気
質
」
　
の
変
化
の
論
拠
と
す
る
の

に
好
適
な
た
め
に
、
こ
の
言
を
吐
い
た
孟
子
が
注
目
さ
れ
、
性
の
善
悪
の
論
は

王
安
石
、
蘇
拭
ら
北
宋
半
ば
の
著
名
士
大
夫
ら
の
議
論
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

そ
の
と
き
の
性
論
の
主
要
な
課
題
は
、
「
性
善
」
と
い
う
に
し
て
も
、
現
実
の

人
間
存
在
は
悪
も
行
う
し
、
気
質
と
し
て
悪
な
る
存
在
も
確
か
に
い
る
.
。
そ
の

悪
を
ど
う
説
明
し
、
善
の
根
拠
を
ど
こ
に
見
出
す
の
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
テ
ー
マ
は
伝
統
思
想
の
中
で
は
政
治
統
治
論
の
領
域
で
.
語
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
の
北
来
期
に
は
、
「
仏
」
　
に
な
れ
る
根
拠
を
誰
し
も
が
も
つ
と
す
る
仏

性
説
を
踏
ま
え
て
　
「
識
心
見
性
」
　
を
唱
え
、
煩
悩
を
滅
却
し
心
の
悟
達
に
至
る

と
す
る
禅
仏
教
の
文
化
が
士
大
夫
に
浸
透
し
、
こ
れ
に
対
し
て
こ
の
仏
説
に
対

抗
で
き
る
儒
教
側
の
性
説
が
求
め
ら
れ
た
〔
②
〕
。
二
程
の
性
論
は
、
仏
教
の
性

説
に
対
す
る
こ
の
儒
教
性
説
の
模
索
と
い
う
所
に
位
置
す
る
。
彼
ら
は
戦
国
諸

子
と
し
て
の
『
孟
子
』
の
発
言
の
文
脈
を
奪
胎
し
て
、
仏
学
に
対
す
る
儒
教
の

視
座
か
ら
の
　
「
性
善
」
　
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
孟
子
に
託
し
て
主
張
し
て
孟
子

を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
〔
③
〕
。

さ
て
、
『
程
氏
遺
書
』
に
お
い
て
　
「
性
」
　
論
に
関
わ
る
論
は
、
「
二
先
生
語
」

「
明
道
先
生
語
」
　
「
伊
川
先
生
語
」
　
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ

る
。
そ
の
中
に
は
、
古
典
の
　
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
　
(
易
)
、
「
尽
心
知
性
知

天
」
　
(
孟
子
)
、
「
率
性
之
謂
道
」
　
(
中
庸
)
な
ど
の
　
「
尽
性
」
　
「
知
性
」
　
「
率
性
」

と
い
っ
た
言
薬
に
託
し
て
心
の
修
養
実
践
を
説
く
も
の
も
多
い
。
し
か
し
二
程

が
後
世
に
提
起
し
た
性
論
と
し
て
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
a
で
述
べ
た

「
生
生
」
　
の
論
を
基
礎
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
、
(
も
の
)
　
の
形
成
か
ら
み
た
人

の
あ
り
方
に
関
わ
る
性
論
で
あ
る
。
a
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『
遺
書
』
　
「
二
先

生
語
」
　
呂
大
臨
録
、
ま
た
　
「
明
道
先
生
語
」
　
に
み
え
る
　
「
生
生
」
　
の
論
に
お
い

て
　
(
も
の
)
　
の
形
成
が
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
「
二
先
生
語
」
　
部
分
の
巻
一
、
李

領
録
に
み
え
る
次
の
有
名
な
発
言
は
、
そ
の
　
「
生
生
」
　
の
論
の
延
長
で
性
論
が

表
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

・
生
ま
れ
つ
き
を
性
と
い
う
。
性
は
気
で
あ
り
、
気
が
性
で
あ
り
、
生
ま
れ

つ
き
の
こ
と
な
の
だ
。
人
は
気
を
受
け
て
生
ま
れ
、
善
悪
が
も
と
よ
り
そ

な
わ
る
。
し
か
し
性
の
中
に
元
来
こ
の
善
悪
の
二
つ
が
相
対
し
て
生
ま
れ

た
の
で
は
な
い
。
…
…
善
は
も
と
よ
り
性
で
あ
る
が
、
し
か
し
悪
も
ま
た

性
で
な
い
と
は
い
え
な
い
。
お
も
う
に
生
ま
れ
つ
き
を
性
と
い
う
の
だ
。

「
人
生
ま
れ
て
静
か
」
　
(
『
礼
記
』
楽
記
)
以
前
は
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
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(
生
ま
れ
以
前
に
つ
い
て
)
少
し
で
も
「
性
」
を
い
え
ば
、
も
う
そ
れ
は
(
生

ま
れ
た
以
後
の
と
こ
ろ
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
)
性
で
は
な
い
の
だ
。
お
よ
そ
人

が
性
を
い
う
の
は
、
「
之
を
継
ぐ
者
は
善
な
り
」
(
『
易
』
繋
辞
上
)
(
と
い
う
、

継
い
で
生
ま
れ
た
位
相
の
も
の
)
を
い
う
の
だ
。
孟
子
が
「
人
の
性
は
善
だ
」

と
い
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
(
生
之
謂
性
。
性
即
気
、
気
即
性
、
生
之

謂
也
。
人
生
気
葉
、
理
有
善
悪
。
然
不
是
性
中
元
有
比
両
物
相
対
而
生
也
。
…
…

善
因
性
也
、
然
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。
蓋
生
之
謂
性
。
人
生
而
静
以
上
不
容
説
。

才
説
性
時
、
便
巳
不
是
性
也
。
凡
人
説
性
、
只
是
説
継
之
者
善
也
、
孟
子
言
人
性

善
是
也
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
部
分
。
『
遺
書
』
巻
一
第
五
六
条
)

「
性
」
　
に
　
「
惑
」
　
な
る
も
の
を
含
む
よ
う
に
み
え
る
こ
の
表
現
は
、
「
事
に
善

が
有
り
悪
が
有
る
の
は
、
す
べ
て
天
理
で
あ
る
」
(
巻
二
上
第
二
九
条
)
と
い
う
、

一
見
　
「
善
」
　
な
る
こ
と
と
し
て
観
念
さ
れ
が
ち
な
　
「
天
理
」
　
に
　
「
惑
」
　
な
る
事

柄
や
物
を
包
み
込
む
、
先
に
検
討
し
た
(
前
集
1
6
7
頁
)
程
顔
の
語
と
同
じ
論
調

で
あ
る
た
め
、
こ
の
語
は
程
顛
語
と
従
来
み
ら
れ
て
き
て
い
る
。
発
言
者
を
程

顛
に
確
定
し
て
よ
い
か
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
言
い
方
は
、
「
生
生
」
　
に
お
い
て

「
性
」
　
が
顕
現
す
る
と
す
る
程
頴
在
世
中
の
二
程
の
深
層
の
思
考
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
り
、
ま
さ
に
　
「
二
先
生
語
」
中
に
こ
の
発
言
が
み
ら
れ
る
の
は
、
論
理

的
に
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
　
「
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
也
」

と
い
う
表
現
だ
け
を
み
れ
ば
、
こ
れ
は
右
に
述
べ
た
孟
子
顕
彰
の
意
図
と
も
矛

盾
し
、
倫
理
実
践
の
指
針
を
示
す
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
条

は
、
後
世
、
『
朱
子
語
類
』
に
み
え
る
問
答
な
ど
に
お
い
て
は
大
い
に
論
議
さ

れ
た
　
(
『
語
類
』
巻
九
五
「
程
子
之
書
二
」
)
。

一
方
、
程
顛
死
後
の
程
蹄
は
」

・
孟
子
が
　
「
人
の
性
は
善
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
よ
い
。
筍
子
、
揚
雄
も
性

が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
孟
子
が
多
く
の
儒
者
よ
り
特
別
に
傑
出
し
て

い
る
わ
け
は
、
性
を
明
ら
か
に
し
え
た
か
ら
な
の
だ
。
性
に
は
不
善
は
な

く
て
、
不
善
が
あ
る
の
は
才
な
の
だ
。
性
は
つ
ま
り
理
で
あ
り
、
理
は
尭

舜
か
ら
道
ゆ
く
た
だ
の
人
ま
で
同
一
で
あ
る
。
才
は
気
か
ら
受
け
て
、
気

に
は
清
濁
が
あ
る
。
そ
の
清
ら
か
な
も
の
を
受
け
た
も
の
は
賢
者
と
な
り
、

そ
の
濁
れ
る
も
の
を
受
け
た
も
の
は
愚
人
と
な
る
。
(
孟
子
吾
人
性
善
是
也
。

錐
苛
・
楊
亦
不
知
性
。
孟
子
所
以
独
出
諸
儒
者
、
以
能
明
性
也
。
性
無
不
善
、
而

有
不
善
者
才
也
。
性
即
是
理
、
理
則
自
重
舜
至
於
塗
人
、
一
也
。
才
稟
於
気
、
気

有
清
濁
。
稟
其
清
者
為
賢
、
稟
其
濁
者
為
愚
。
)
　
(
部
分
。
巻
一
八
第
九
二
条
)

・
(
孔
子
孟
子
の
性
説
に
関
し
て
程
蹄
が
性
、
才
に
分
け
て
説
く
文
脈
中
、
才
の
説
明

を
受
け
て
の
)
質
問
。
「
性
は
ど
う
か
」
。
(
程
先
生
は
)
い
う
。
「
性
は
理
だ
。

い
わ
ゆ
る
理
は
、
性
が
こ
れ
だ
。
天
下
の
理
は
、
そ
の
本
源
を
求
め
る
と
、

不
善
は
な
い
。
「
喜
怒
哀
楽
が
ま
だ
発
現
し
な
」
(
中
庸
)
　
い
と
き
に
、
不

善
が
あ
ろ
う
か
。
「
発
し
て
節
に
中
」
　
る
と
き
に
は
、
な
に
ご
と
も
不
善

に
は
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
善
悪
を
い
う
と
き
に
は
、
す
べ
て
善
を
先
に
し

悪
を
後
に
す
る
。
吉
凶
を
い
う
と
き
に
は
、
す
べ
て
吉
を
先
に
し
凶
を
後

に
す
る
。
是
非
を
い
う
と
き
に
は
、
す
べ
て
是
を
先
に
し
非
を
後
に
す
る
。

(
間
、
性
如
何
。
日
、
性
即
理
也
。
所
謂
理
、
性
是
也
。
天
下
之
理
、
原
其
所
白
、

未
有
不
善
。
喜
怒
哀
楽
未
発
、
何
嘗
不
善
。
発
而
中
節
、
則
無
往
而
不
善
。
凡
言

善
悪
、
皆
先
善
而
後
悪
、
舌
吉
凶
、
皆
先
吉
而
後
凶
、
舌
是
非
、
皆
先
是
而
後
非
。
)

(
部
分
。
巻
二
二
上
第
七
一
条
)

と
、
現
実
の
人
の
悪
な
る
様
態
を
稟
受
の
気
の
あ
り
方
に
よ
る
も
の
と
し
、

「
性
」
　
そ
の
も
の
は
悪
か
ら
切
り
離
し
て
そ
の
善
な
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
を

さ
ら
に
　
「
理
」
　
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
て
孟
子
の
性
善
説
を
説
明
し
、
倫
理
実
践
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の
基
礎
づ
け
を
す
る
。
根
拠
に
位
置
す
る
「
理
」
観
念
も
、
そ
の
と
き
に
は
悪

を
包
み
込
ん
で
現
実
に
密
着
す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
の
で
は
な
く
、
世
界
の

予
定
調
和
を
導
く
指
針
と
し
て
善
な
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。

か
く
て
、
「
悪
も
亦
た
性
」
　
と
説
く
先
の
条
を
程
詩
語
と
み
る
と
き
に
は
、

性
論
に
お
け
る
二
程
両
者
の
説
は
か
な
り
相
違
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
程
顛
語
と
さ
れ
る
先
の
条
に
、
程
暖
の
こ
の
　
「
性
即

是
理
」
と
い
う
性
論
と
つ
な
が
る
要
素
は
あ
る
の
か
〔
⑥
〕
。

そ
こ
で
　
「
性
」
　
に
悪
を
み
と
め
る
右
の
条
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
そ

の
前
半
で
は
、
「
生
ま
れ
つ
き
」
　
に
沿
っ
て
　
「
性
」
　
を
現
象
態
と
し
て
説
き
そ

こ
に
悪
を
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
後
半
で
は
、
「
之
を
継
ぐ
者
は
善
」
　
と
い

う
箇
所
で
、
「
之
を
継
ぐ
」
　
と
い
う
表
現
に
合
意
さ
れ
る
　
「
継
」
　
ぐ
　
(
以
前
〉

と
い
う
、
そ
の
生
ま
れ
以
前
の
位
相
に
、
「
之
を
継
」
　
い
だ
現
象
態
と
し
て
の

善
の
　
(
根
拠
)
　
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
孟
子
　
「
性
善
」
　
の
　
「
善
」
　
を
説
明

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
生
ま
れ
る
以
前
の
そ
の
位
相
は
　
「
性
」
　
と
い

う
語
で
は
説
け
ず
、
性
は
す
で
に
生
ま
れ
た
も
の
に
沿
っ
て
い
う
と
し
て
、
善

を
生
ま
れ
た
姿
の
現
実
と
生
ま
れ
る
以
前
の
位
相
と
に
二
重
に
し
つ
つ
、
一
方
、

そ
の
生
ま
れ
る
以
前
の
位
相
に
悪
は
想
定
せ
ず
、
生
ま
れ
つ
き
の
現
実
に
お
い

て
の
み
悪
を
み
と
め
、
そ
こ
で
は
善
悪
と
も
に
あ
る
と
す
る
言
い
方
を
す
る
の

で
あ
る
。
現
象
の
相
と
そ
の
現
象
の
根
拠
の
相
と
に
　
「
善
」
を
二
重
に
推
定
す

る
こ
の
点
に
、
程
暖
が
、
人
の
あ
り
方
を
「
性
」
と
「
才
」
と
に
分
化
し
て
「
性

即
是
理
」
　
と
し
、
孟
子
の
　
「
性
善
」
　
は
　
「
極
本
窮
源
の
性
」
　
(
『
遺
書
』
巻
三
第
五

六
条
)
と
い
う
よ
う
に
説
く
契
機
が
み
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
」
生
ま
れ
る
以

前
の
位
相
は
説
け
な
い
と
す
る
と
、
生
ま
れ
た
姿
以
後
の
生
ま
身
の
人
の
課
題

で
あ
る
倫
理
実
践
の
根
拠
が
言
説
上
で
は
求
め
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
そ
の

位
相
を
言
葉
に
の
せ
る
必
要
上
か
ら
、
「
性
善
」
　
の
　
「
善
」
を
現
象
態
の
そ
れ

で
.
は
な
く
、
(
根
拠
〉
と
し
て
の
生
ま
れ
以
前
の
位
相
を
い
う
も
の
と
し
、
こ

れ
に
連
動
し
て
、
「
性
」
　
の
語
も
こ
の
位
相
に
由
来
す
る
と
し
た
り
、
そ
こ
を

「
極
本
窮
源
」
と
い
う
と
し
た
り
し
て
、
そ
の
言
説
化
を
は
か
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
後
の
朱
子
学
が
、
張
載
の
概
念
を
利
用
し
っ
つ
、
「
本
然
の
性
」
　
「
気

質
の
性
」
と
い
う
よ
う
に
「
性
」
を
二
重
化
し
て
説
く
の
と
比
較
す
れ
ば
、
程

髄
が
「
性
」
を
完
全
に
二
重
化
し
て
説
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、

「
伊
州
先
生
語
」
　
の
次
の
発
言
は
、
「
生
之
謂
性
」
と
い
う
表
現
を
告
子
の
も

の
と
し
て
頭
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
そ
の
表
現
に
解
釈
を
施
し
て
受

け
入
れ
る
。
現
象
の
善
に
加
え
て
そ
の
生
ま
れ
つ
き
の
根
拠
と
し
て
の
善
を
設

定
し
、
古
典
の
性
説
の
多
様
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
整
理
開
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
右

に
述
べ
た
よ
う
な
意
志
と
と
も
に
、
「
性
」
　
の
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
性

即
是
理
」
と
い
う
の
と
は
若
干
異
な
り
、
巻
一
の
　
「
性
即
気
」
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
う
か
が
え
る
。
後
者
の
要
素
で
い
え
ば
、

こ
れ
は
「
二
先
生
語
」
　
の
性
論
の
延
長
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

・
(
質
問
)
　
「
『
生
ま
れ
つ
き
を
性
と
い
う
』
(
孟
子
)
と
『
天
が
命
じ
る
の
を

性
と
い
う
』
(
中
庸
)
と
い
う
の
は
同
じ
で
し
ょ
う
か
。
」
　
(
伊
川
先
生
は

い
う
、
)
　
「
性
と
い
う
言
葉
は
一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
『
生
ま
れ
つ
き

を
性
と
い
う
』
と
は
、
(
人
と
し
て
)
受
け
た
も
の
を
い
っ
た
の
だ
。
『
天

が
命
じ
る
の
を
性
と
い
う
』
と
は
、
こ
れ
は
性
の
理
を
い
う
の
だ
。
今
の

人
が
天
性
が
し
な
や
か
で
ゆ
っ
た
り
と
か
、
天
性
が
剛
急
と
か
と
い
い
、

俗
に
『
天
成
』
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
生
ま
れ
つ
き
が
そ
う
で
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
は
受
け
た
も
の
を
い
っ
た
の
だ
。
性
の
理
に
つ
い
て
は
不

善
は
な
い
。
天
と
い
う
の
は
、
自
然
の
理
な
の
だ
。
」
(
生
之
謂
性
、
与
天
命
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之
謂
性
、
同
平
。
性
字
不
可
一
概
論
。
生
之
謂
性
、
止
訓
所
稟
受
也
。
天
命
之
謂

性
、
比
言
性
之
理
也
。
今
人
言
天
性
柔
緩
、
天
性
剛
急
、
俗
言
天
成
、
皆
生
来
如

比
、
比
訓
所
稟
受
也
。
若
性
之
理
也
、
則
無
不
善
。
日
天
者
、
自
然
之
理
也
。
)

(
巻
二
四
第
一
七
条
)

性
の
あ
り
方
の
由
来
と
し
て
の
　
「
理
」
　
を
、
こ
こ
で
は
善
な
る
　
「
天
命
」
　
と
す

る
。
そ
れ
は
「
自
然
の
理
」
　
だ
と
語
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
　
「
天
」
と
い

う
の
も
、
人
格
神
的
な
も
の
で
は
な
く
、
「
生
生
」
　
に
よ
り
　
(
も
の
〉
　
に
理
が

そ
な
わ
る
過
程
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
こ
こ
で
い
う
「
稟
受
」
　
「
生
来
」
　
は
、

先
の
　
「
生
ま
れ
つ
き
」
　
に
対
応
す
る
。
「
性
の
理
」
と
い
う
と
き
の
　
「
性
」
　
の

語
も
、
「
現
象
態
と
し
て
い
わ
れ
る
性
の
根
拠
と
し
て
の
理
」
　
と
い
う
意
で
あ

り
、
「
性
」
　
の
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
　
「
生
生
」
　
の
論
か
ら
導
か
れ
る
先
の

巻
一
の
性
論
と
同
じ
く
、
現
象
次
元
に
密
着
す
る
こ
と
か
ら
は
、
な
お
離
れ
な

い
。
こ
こ
に
巻
一
の
性
論
と
連
続
す
る
面
が
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
本
条
は
、

「
稟
受
」
　
の
性
を
い
う
も
の
と
、
そ
の
　
「
理
」
を
指
し
示
す
も
の
と
に
伝
来
の

性
説
を
分
離
し
、
「
性
善
」
　
の
根
拠
を
　
「
理
」
　
が
そ
な
わ
る
こ
と
と
み
な
し
、

巻
一
の
性
論
よ
り
も
結
果
と
し
て
「
性
善
」
を
明
確
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
性

即
理
」
　
と
い
う
表
現
と
　
「
性
即
気
」
と
い
う
い
い
方
と
の
中
間
に
あ
る
表
現
だ

と
い
え
る
〔
⑤
〕
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
粗
陳
は
程
静
の
語
と
さ
れ
て
き
て
い
る
巻
一
の
条
の
性

論
と
ま
っ
た
く
別
の
思
考
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
程
顛
の
生
前
に

は
思
考
を
共
有
し
っ
つ
、
程
節
の
死
後
に
、
説
明
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
表

現
を
整
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

ま
た
こ
う
み
た
上
で
程
顔
の
語
と
さ
れ
る
　
「
悪
も
亦
た
性
」
　
と
す
る
巻
一
の

条
を
振
り
返
っ
た
場
合
、
な
る
ほ
ど
こ
の
条
は
程
顛
基
調
で
は
あ
る
が
、
程
#

在
世
中
は
程
画
も
思
考
を
共
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
程
顛
在
世
中
の
二
程
の

思
想
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
ゆ
る
や
か
に
み
て
お
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

C
、
「
敬
」
説
、
「
格
物
窮
理
」
説

次
に
「
敬
」
説
、
「
格
物
窮
理
」
説
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
朱
薫
が
踏
み

台
と
し
た
　
「
敬
」
説
、
「
格
物
窮
理
」
説
は
、
主
と
し
て
程
蹄
の
説
に
よ
る
。

で
は
『
遺
書
』
の
発
言
分
布
の
中
で
は
、
そ
の
程
蹟
説
は
ど
の
よ
う
な
所
に
位

置
す
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
「
理
」
「
天
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の

論
、
「
性
」
論
の
よ
う
に
、
や
は
り
「
二
先
生
語
」
部
分
を
基
礎
と
す
る
と
み

て
よ
い
の
か
。
そ
う
で
な
い
部
分
も
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
そ
う
い
う

表
現
と
な
っ
た
の
か
。

「
定
論
」
　
以
後
、
朱
某
が
自
説
確
立
の
踏
み
台
と
し
た
　
「
敬
」
説
と
「
格
物

窮
理
」
説
の
由
来
に
つ
い
て
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
〔
⑥
)
。
朱
薫
は
、
現
象
態

と
し
て
の
　
「
心
」
　
に
「
未
発
」
　
の
相
を
み
と
め
、
こ
の
未
発
に
お
け
る
心
の
保

持
と
し
て
「
程
子
」
が
「
敬
」
を
説
い
て
い
る
と
し
て
、
「
巳
発
未
発
説
」
(
『
朱

文
公
文
集
』
巻
六
七
)
　
に
お
い
て
桂
子
の
語
を
績
々
引
用
す
る
。
そ
の
引
用
は
、

前
半
の
六
条
は
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
九
、
伊
川
先
生
文
五
、
「
与
呂
大
臨
論

中
書
」
か
ら
の
も
の
、
後
半
の
八
条
は
『
遺
書
』
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

第
五
条
が
巻
二
上
第
二
〇
二
条
、
第
六
条
が
巻
一
一
第
一
六
七
条
で
あ
る
以
外
、

残
り
六
条
は
、
巻
一
八
第
八
二
、
八
三
条
の
い
わ
ゆ
る
蘇
季
明
問
答
か
ら
の
も

の
で
あ
る
。
ま
.
た
『
大
学
或
間
』
の
冒
頭
で
「
敬
」
の
意
義
を
説
き
、
「
桂
子
」

の
「
主
一
無
適
」
と
　
「
整
斉
厳
粛
」
を
引
く
が
、
前
者
「
主
一
無
道
」
は
『
遺

書
』
巻
一
五
第
五
条
に
み
え
る
語
で
あ
り
、
「
敬
」
　
の
中
身
と
し
て
　
「
主
一
」

を
い
う
の
は
、
同
巻
第
四
五
、
五
四
、
五
五
、
一
七
六
条
、
巻
一
八
第
八
三
条
、
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巻
二
四
第
四
三
条
に
み
え
る
。
後
者
「
整
斉
厳
粛
」
　
は
巻
一
五
第
五
四
条
の
語

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
『
或
問
』
　
の
語
は
す
べ
て
程
陳
語
で
あ
る
。
同
じ
く

『
或
問
』
の
格
物
致
知
を
説
く
段
で
、
「
格
物
致
知
」
　
の
内
容
説
明
と
し
て
九

条
に
わ
た
っ
て
『
遺
書
』
『
外
書
』
の
語
を
引
く
が
、
第
三
条
が
『
遺
書
』
巻

二
上
第
一
九
二
条
、
第
八
条
が
巻
七
第
六
〇
条
で
あ
る
以
外
は
、
「
伊
川
先
生

語
」
　
の
巻
一
五
　
(
二
条
)
、
一
七
　
(
二
条
)
、
一
八
　
(
三
条
)
　
に
み
え
る
程
蹟

語
で
あ
る
。
第
三
、
八
条
も
、
そ
の
説
き
方
は
巻
一
五
、
一
七
、
一
八
の
発
言

に
似
る
の
で
、
程
醗
語
の
可
能
性
が
高
い
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
朱
蕪
が
踏
み

台
と
し
た
　
「
敬
」
説
と
　
「
格
物
窮
理
」
説
は
明
ら
か
に
程
蹟
説
を
主
と
す
る
も

の
と
い
え
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
以
下
、
両
説
の
発
言
分
布
を
振
り
返
り
た
い
。

ま
ず
「
敬
」
説
に
つ
い
て
は
、
「
二
先
生
語
」
　
「
明
道
先
生
語
」
　
「
伊
川
先
生

語
」
　
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
た
っ
て
頻
繁
に
み
え
る
。
数
え
方
に
も
よ
る
が
　
「
二

先
生
語
」
　
部
分
に
は
約
四
十
条
あ
り
(
う
ち
呂
大
臨
録
に
十
八
条
が
集
中
)
、
そ
こ

に
は
前
項
、
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の
論
と
同
じ
く
関
学
と
の
関
わ

り
を
持
つ
発
言
も
あ
る
が
〔
⑦
〕
、
全
体
と
し
て
は
そ
の
関
わ
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
薄
く
、
ま
た
二
程
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
も
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
関
学
と
の

接
点
に
お
け
る
論
議
で
あ
る
程
醸
「
入
関
語
録
」
　
に
お
い
て
は
、
関
学
の
士
が

問
い
か
け
る
「
思
慮
紛
擾
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
敬
説
が
説
か
れ
る
。

特
に
、
心
が
世
界
と
関
わ
る
「
事
」
　
の
中
で
敬
を
説
こ
う
と
す
る
の
が
特
徴
的

で
あ
る
〔
⑧
〕
。
ま
た
巻
一
八
、
関
学
の
士
と
の
議
論
に
関
わ
る
い
わ
ゆ
る
蘇
孝

明
問
答
と
そ
れ
に
関
連
す
る
条
で
は
、
表
現
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
「
事
」

の
関
わ
り
が
発
動
し
て
い
な
い
と
き
、
す
な
わ
ち
心
の
　
「
未
発
」
　
に
お
け
る
心

の
保
持
と
し
て
の
敬
と
い
う
工
夫
論
を
説
く
〔
⑨
〕
。
「
伊
川
先
生
語
」
部
分
の

敬
説
は
、
「
二
先
生
語
」
　
部
分
に
比
べ
る
と
、
全
体
と
し
て
は
敬
の
実
践
に
お

け
る
心
の
動
き
、
あ
り
方
を
分
析
的
に
描
写
、
説
明
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
い
え
ば
、
二
程
に
共
有
さ
れ
る
基
礎
部
分
と
し
て
の
敬
説

が
も
と
も
と
あ
っ
た
が
、
関
学
と
の
接
点
に
お
い
て
、
軽
暖
が
関
学
の
心
の
修

養
説
に
不
十
分
な
点
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
兄
と
共
有
し
て
い
た
敬
説
を
関

学
の
こ
の
難
点
に
対
応
す
る
論
と
し
て
位
置
づ
け
、
説
明
を
充
実
さ
せ
て
い
く

う
ち
に
、
程
画
独
特
の
敬
説
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
「
格
物
窮
理
」
説
に
つ
い
て
い
う
と
、
『
遺
書
』
に
お
け
る
こ
の
説
は
、

『
大
学
或
間
』
に
引
か
れ
て
い
る
程
陳
説
と
み
ら
れ
る
各
条
が
基
本
資
料
と
な

る
。
そ
れ
以
外
に
『
遺
書
』
で
　
「
格
物
」
に
言
及
す
る
の
は
、
「
伊
州
先
生
語
」

部
分
を
除
け
ば
、
「
二
先
生
語
」
　
に
巻
二
上
第
六
三
条
、
巻
六
第
六
三
条
の
二

条
、
「
明
道
先
生
語
」
に
巻
一
一
第
一
三
六
条
の
一
条
が
み
え
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
も
巻
二
の
条
は
巻
一
五
の
条
に
酷
似
す
る
程
顧
語
の
口
調
で
あ
る
。
巻
六

の
条
は
不
明
だ
が
、
そ
こ
の
　
「
物
各
付
物
」
　
の
語
は
程
顛
語
に
は
み
え
ず
、
程

醸
語
に
三
条
み
え
る
も
の
な
の
で
〔
⑳
〕
、
程
蹟
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な

お
、
加
え
て
「
窮
理
」
と
い
う
語
の
分
布
を
み
る
と
、
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」

(
『
易
』
)
　
の
語
を
め
ぐ
る
張
我
と
の
意
見
の
相
違
に
関
わ
る
も
の
が
、
巻
二
上

に
三
条
、
巻
一
一
に
一
条
、
巻
一
〇
に
一
条
あ
っ
て
、
こ
の
論
議
は
程
霹
在
世

中
は
主
と
し
て
程
顛
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
「
伊
川
先
生
語
」
の
発
言
と
し
て
は
、

巻
一
八
第
五
一
条
、
巻
二
一
下
第
六
条
、
巻
二
二
上
第
七
三
条
が
同
旨
の
も
の

と
し
て
あ
る
。
し
か
し
　
「
格
物
」
　
に
関
わ
る
　
「
窮
理
」
説
は
、
右
の
　
「
格
物
」

関
連
の
条
に
す
べ
て
含
ま
れ
る
。

以
上
の
分
布
の
限
り
で
は
、
程
期
も
「
格
物
」
や
「
窮
理
」
を
い
わ
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
両
者
を
セ
ッ
ト
で
い
う
こ
と
は
な
く
、
「
格
物
」
を
「
窮
理
」

に
結
び
つ
け
る
解
釈
は
、
程
蹟
独
自
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
注
意
す
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べ
き
は
、
「
格
物
」
と
　
「
窮
理
」
　
と
を
結
び
つ
け
る
発
言
の
う
ち
、
「
二
先
生

語
」
部
分
で
二
程
の
い
ず
れ
か
資
料
的
に
不
明
な
も
の
は
呂
大
臨
録
け
も
の
以

外
に
は
み
え
ず
、
そ
の
呂
大
臨
録
の
も
の
も
程
蹟
語
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
現
存
資
料
で
は
、
程
顛
在
世
中
の
程
疎
の
　
「
格
物
」
発
言
は
、

呂
大
臨
録
、
「
入
関
語
録
」
と
い
っ
た
、
張
載
没
後
の
関
学
の
士
と
の
交
流
の

場
で
こ
そ
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
〔
⑪
)
。
発
言
分
布
の
こ
の
様
態
か
ら

し
て
、
「
窮
理
」
を
「
格
物
」
　
に
結
び
つ
け
る
所
に
は
、
敬
説
以
上
に
関
学
と

の
交
流
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

で
は
な
ぜ
「
格
物
」
と
関
連
さ
せ
て
　
「
窮
理
」
を
説
く
の
か
〔
⑬
〕
。
そ
の
理

由
を
考
え
る
と
、
心
が
そ
の
対
象
と
関
わ
る
　
「
事
」
　
の
中
で
　
「
敬
」
を
説
く
と

い
う
、
右
に
述
べ
た
、
「
入
関
語
録
」
　
に
お
け
る
敬
説
の
表
現
の
特
色
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
敬
に
関
わ
っ
て
　
「
事
」
　
が
問
題
と
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
例

え
ば
次
の
よ
う
な
発
言
で
あ
る
〔
⑬
〕
。

・
お
お
よ
そ
人
の
心
は
(
同
時
に
)
　
二
つ
の
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
の
事

に
向
か
え
ば
他
の
事
が
入
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
そ
の
事
が
心
に
中
心
的

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
事
が
心
に
中
心
的
に
な
っ
て
い
る
と

き
で
さ
え
、
思
慮
が
紛
擾
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も

し
敬
に
心
の
中
心
が
置
か
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
ど
う
し
て
こ
の
紛
擾
と

い
う
憂
い
が
お
こ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る
敬
と
は
、
主
宰
あ
っ
て
専
一
で
あ

る
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
一
と
は
、
ど
こ
に
も
い
か
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
主
一
の

様
態
に
ひ
た
る
よ
う
に
せ
よ
。
一
で
あ
れ
ば
二
と
か
三
は
な
い
の
だ
。
(
大

凡
人
心
、
不
可
二
用
。
用
於
一
事
、
則
他
事
更
不
能
入
者
、
事
為
之
主
也
。
事
為

之
主
、
尚
無
思
慮
紛
擾
之
息
、
若
主
於
敬
、
又
焉
有
比
息
平
。
所
謂
敬
者
、
主
一

之
謂
敬
。
所
謂
一
者
、
無
適
之
謂
一
。
且
欲
洒
泳
主
一
之
義
。
一
則
無
二
三
共
。
)

(
部
分
。
巻
一
五
第
一
七
七
条
)

・
考
え
る
こ
と
が
多
く
て
心
を
安
め
ら
れ
な
い
人
と
い
う
の
は
、
そ
の
心
を

主
体
あ
る
も
の
に
な
し
え
て
い
な
い
の
だ
。
心
の
主
体
が
定
ま
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
事
に
と
ど
ま
る
こ
と
だ
け
だ
。
人
君
と
し
て
は
仁
に
と
ど
ま

る
と
い
う
類
の
こ
と
だ
。
舜
が
四
凶
を
誅
殺
し
た
の
は
、
四
凶
は
す
で
に

悪
事
を
行
い
、
舜
は
そ
こ
で
誅
殺
し
た
の
で
あ
っ
て
、
舜
が
　
(
慈
意
で
)

関
与
し
え
よ
う
か
。
人
は
(
な
す
べ
き
)
事
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
、
よ

そ
ご
と
を
つ
ま
み
と
り
、
物
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き
物
と
ピ
タ
リ
と
関
わ

る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る
。
物
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き
物
と
ピ
タ
リ

と
関
わ
る
の
は
、
物
を
使
う
こ
と
だ
。
物
が
わ
れ
を
使
う
よ
う
に
な
る
の

の
り

で
は
、
物
に
使
わ
れ
る
。
物
が
あ
れ
ば
必
ず
則
が
あ
る
。
か
な
ら
ず
事
に

と
ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
人
多
思
慮
不
能
目
撃
、
只
是
倣
他
心
主
不
定
。

要
作
得
心
主
定
、
惟
是
止
於
事
。
為
人
君
止
於
仁
之
類
。
如
舜
之
誅
四
凶
、
四
凶

巳
作
悪
、
舜
従
而
誅
之
、
舜
何
与
焉
。
人
不
止
於
事
、
只
是
撹
他
事
、
不
能
使
物

各
付
物
。
物
各
付
物
、
則
是
役
物
。
為
物
所
役
、
則
是
役
於
物
。
有
物
必
有
則
。

.

.
須
是
止
於
事
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
巻
一
五
第
一
六
条
)

心
の
安
定
は
　
「
事
に
止
ま
る
」
　
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
。
「
事
」
　
に
と
ど
ま
る

結
果
と
し
て
、
「
物
各
お
の
物
に
付
す
」
、
つ
ま
り
事
物
諸
事
間
の
関
係
が
う

ま
く
い
く
よ
う
に
な
り
、
心
が
空
転
し
な
く
な
る
。
心
の
こ
の
性
質
に
着
目
し

て
、
事
を
心
の
中
心
に
お
く
と
い
う
と
き
の
心
こ
こ
に
あ
る
様
態
を
純
化
、
集

中
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
敬
の
要
諦
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
「
物

各
お
の
物
に
付
す
」
　
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
「
事
に
止
ま
る
」
　
こ
と
の
効
果
の

面
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
「
事
に
止
ま
る
」
.
こ
と
の
延
長
に
、
「
窮
理
」
を
「
格

物
」
　
に
関
わ
ら
せ
る
思
考
の
由
来
が
み
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
事
に
止
ま
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る
」
　
に
は
「
事
」
　
の
本
質
、
つ
ま
り
「
物
」
　
の
　
「
則
」
を
つ
か
ま
え
る
の
が
肝

心
で
あ
る
。
「
物
有
れ
ば
必
ず
則
有
り
」
　
で
あ
り
、
「
物
」
　
に
　
「
理
」
　
が
貫
か

れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
　
「
物
」
　
に
即
し
て
そ
の
物
の
　
「
則
=
理
」

を
窮
め
洞
察
す
る
。
こ
の
思
考
を
古
典
の
言
葉
を
複
合
的
に
用
い
て
表
現
す
る

と
、
「
物
に
格
り
て
理
を
窮
む
」
　
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
物
は
則
ち
事
な

り
。
凡
そ
事
上
に
其
の
理
を
窮
む
れ
ば
、
則
ち
通
ぜ
ざ
る
無
し
」
(
巻
一
五
第
一

一
条
)
と
い
う
語
が
ま
さ
に
こ
の
巻
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
巻
の
次
の
条
は
、
程
煤
と
関
学
と
の
交
流
に
お
い
て
語
ら
れ
た
、

「
思
慮
紛
擾
」
　
「
敬
」
　
「
事
」
と
い
っ
た
問
題
が
交
差
す
る
地
点
に
お
い
て
こ

の
　
「
格
物
窮
理
」
が
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
発
言
で
あ
る
。

・
人
が
事
に
縛
ら
れ
、
思
慮
が
お
お
わ
れ
固
ま
っ
て
し
ま
う
の
を
悩
む
の
は
、

事
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
な
い
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は

善
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
善
を
明
ら
か
に
す
る
要
は
「
格
物
致

知
」
　
に
あ
る
。
物
の
理
に
窮
め
至
れ
ば
、
久
し
き
の
ち
天
下
の
物
は
み
な

窮
め
ら
れ
て
、
ま
さ
に
一
つ
の
理
に
他
な
ら
な
い
。
(
人
息
事
繋
累
、
思
慮

蔽
固
、
只
是
不
得
其
要
。
要
在
明
善
、
明
善
在
乎
格
物
致
知
。
窮
至
於
物
理
、
則

漸
久
後
天
下
之
物
皆
能
窮
、
只
是
一
理
。
)
　
　
　
　
　
　
(
巻
一
五
第
一
五
条
)

こ
の
交
差
地
点
で
　
「
事
」
　
の
本
質
を
窮
め
る
と
い
う
課
題
に
対
応
す
る
も
の
と

し
て
、
「
格
物
」
説
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
の
表
出
を
こ
の
よ
う
に

み
る
と
、
そ
の
き
っ
か
け
や
、
程
顔
の
影
が
こ
の
説
に
ち
ら
つ
か
な
い
こ
と
が

無
理
な
く
了
解
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
　
「
格
物
」
説
の
前
提
に
横
た
わ
る

「
物
の
理
」
と
い
う
観
念
は
、
二
程
共
有
の
　
「
生
生
」
　
の
論
を
基
礎
と
す
る
も

の
で
、
程
餌
の
主
観
と
し
て
は
、
こ
の
説
は
二
程
の
共
有
部
分
に
特
に
異
を
唱

え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
程
醸
ら
し
さ
が
出
て
い
る
説

で
あ
る
　
「
格
物
窮
理
」
説
も
、
二
程
の
基
本
思
想
と
別
に
発
想
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
も
と
二
程
に
共
有
さ
れ
て
い
た
敬
説
が
あ
り
、
そ
れ
が
関
学
と
の
接
点

に
お
い
て
関
学
の
思
考
の
難
点
が
程
疎
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
再
考
さ
れ
、
こ

れ
に
対
応
す
る
論
の
展
開
の
中
で
「
格
物
」
と
い
う
こ
と
が
表
出
さ
れ
は
じ
め
、

そ
の
説
明
を
充
実
さ
せ
て
い
く
う
ち
に
程
醸
独
自
の
表
現
に
育
っ
て
い
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
『
程
氏
遺
書
』
中
の
、
朱
蕪
思
想
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
二
程
の

思
想
要
素
の
発
言
分
布
様
態
を
み
た
。
朱
某
は
程
疎
の
語
を
多
く
選
ん
で
　
「
定

論
」
　
以
降
の
表
現
に
用
い
た
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
程
蹄
の
語
な
の
か
を
問
い
直
す

と
す
る
と
、
そ
の
と
き
に
二
程
両
者
間
に
お
け
る
程
陳
の
特
色
の
由
来
が
問
題

と
な
る
。
そ
こ
で
二
程
の
思
想
要
素
の
発
言
分
布
を
『
遺
書
』
に
即
し
て
再
考

す
る
と
、
「
二
先
生
語
」
部
分
の
特
に
呂
大
臨
録
に
そ
の
要
素
の
基
礎
と
な
る

部
分
が
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
部
分
は
「
明
道
先

生
語
」
部
分
で
も
共
有
さ
れ
、
ま
た
「
伊
川
先
生
語
」
部
分
で
は
「
入
関
語
録
」

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
程
諦
在
世
中
の
両
者
の
発
言
が
基
礎
と
な
り
、

か
つ
関
学
の
士
に
関
わ
る
問
答
部
分
に
お
い
て
そ
の
二
程
の
基
礎
部
分
が
表
出

さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
と
、
『
遺
書
』
中
の
二
程
の
思
想
要
素
は

程
顛
在
世
中
の
思
考
が
基
礎
と
な
り
、
程
陳
は
そ
の
一
歳
下
の
弟
で
あ
り
、
父

の
幕
僚
、
ま
た
程
顔
の
詩
学
に
と
、
そ
の
時
々
に
程
悟
が
程
詩
の
周
辺
に
と
も

に
い
た
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
『
遺
書
』
を
扱
う
に
は
　
「
二
先
生
語
」
部
分
を

従
来
よ
り
も
う
少
し
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ

177



東洋古典學研究　第9集　2000

の
　
「
二
先
生
語
」
　
部
分
で
資
料
的
根
拠
を
も
っ
て
二
程
両
者
の
語
を
区
別
す
る

の
は
、
一
部
を
除
い
て
難
し
い
。
区
別
し
ょ
う
と
す
る
と
、
判
断
基
準
と
し
て

「
程
餌
ら
し
さ
」
を
論
理
的
に
先
に
設
定
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
場
合
、
程
顛

死
後
の
後
年
の
軽
暖
の
傾
向
を
程
顔
の
生
前
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
手
順

と
し
て
無
理
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
　
「
二
先
生
語
」
部
分
を

み
る
と
き
に
は
、
程
顛
に
つ
い
て
は
　
「
明
道
先
生
語
」
　
を
基
準
と
し
て
　
「
二
先

生
語
」
　
中
の
発
言
を
多
少
は
分
離
で
き
る
の
だ
が
〔
⑭
〕
、
程
蹄
に
つ
い
て
は
メ

モ
と
し
て
明
記
が
あ
る
条
以
外
は
分
離
が
難
し
く
、
両
者
ど
ち
ら
か
の
傾
向
が

み
え
る
よ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
資
料
的
に
は
っ
き
り
と
分
離
で
き
な
い
も
の
は
、

二
程
の
語
と
し
て
理
解
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
程
顛
在
世
中
に
程
醸
ら
し
さ
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い
の
か
と
い

え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
　
「
入
関
語
録
」
　
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
巻

に
は
、
右
の
　
「
二
先
生
語
」
部
分
の
特
色
と
程
顛
死
後
の
程
醸
の
特
色
に
つ
な

が
る
部
分
と
の
両
方
向
、
及
び
そ
の
底
に
あ
る
一
貫
し
た
程
醸
ら
し
さ
が
み
て

と
れ
る
。
そ
の
程
醗
ら
し
さ
と
は
、
「
理
」
　
と
か
　
「
敬
」
　
と
か
に
つ
い
て
、
な

ぜ
そ
の
思
考
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
そ
の
思
考
に
基
づ
い
て
実
際
に
心
の
鍛
錬

を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
理
知
的
に
説
明
を

与
え
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
の
こ
と
で
あ
る
。
程
頴
死
後
の
　
「
伊
州
先
生
語
」

部
分
の
特
に
巻
一
八
以
降
に
至
る
と
、
そ
の
傾
向
は
よ
り
明
確
に
な
る
。
心
の

鍛
錬
の
論
を
基
礎
づ
け
る
基
礎
と
な
る
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
に
つ
い
て
も
、

程
顛
在
世
中
の
程
討
語
及
び
　
「
二
先
生
語
」
　
が
、
「
惑
」
　
を
包
み
込
む
と
い
う

表
現
を
と
る
の
に
対
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
　
「
善
」
　
の
根
拠
と
い
う
よ
う
に
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
改
変
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
程
頴
の
死
後
、
程
暁
は
程
顛
を
　
「
明

道
先
生
」
と
し
て
顕
彰
し
(
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
一
一
、
程
蹟
「
明
道
先
生
基
表
」
)
、

ま
た
学
官
、
侍
講
に
抜
擢
さ
れ
、
政
界
で
は
旧
法
党
の
プ
レ
ー
ン
に
な
っ
て
い

く
。
程
蹄
は
晩
年
、
主
観
的
に
は
自
己
の
思
想
は
兄
と
同
じ
と
み
て
は
い
た
が

(
程
端
ヰ
「
伊
川
先
生
文
序
」
)
、
こ
の
社
会
的
活
動
過
程
の
中
で
、
程
顛
在
世
中

に
比
し
て
、
門
人
に
対
し
　
「
門
人
」
と
意
識
し
て
応
答
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
対
外
的
に
も
、
例
え
ば
侍
講
や
西
京
国
子
監
と
い
っ
た
立
場
に
も
就
き
、
方

法
論
的
に
し
っ
か
り
し
た
説
明
を
与
え
る
必
要
に
か
ら
れ
る
。
『
遺
書
』
「
伊

川
先
生
語
」
部
分
の
程
輯
ら
し
さ
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

と
説
明
で
き
よ
う
。

こ
う
考
え
る
と
、
『
遺
書
』
中
の
二
程
思
想
は
、
「
二
先
生
語
」
を
中
心
に

し
て
考
え
る
の
を
基
礎
と
し
、
そ
の
基
礎
部
分
は
二
程
両
者
が
思
考
を
共
有
し

て
お
り
、
後
年
の
程
転
の
程
蹟
ら
し
さ
は
、
そ
の
共
有
部
分
が
程
醸
に
お
い
て

失
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
部
分
の
方
法
論
化
、
主
知
的
説
明
の
方
向
で
の

展
開
で
あ
る
と
み
る
と
、
二
程
の
同
異
の
異
の
部
分
も
含
め
て
、
『
遺
書
』
中

の
二
程
の
表
現
の
整
合
的
了
解
の
見
通
し
が
つ
く
。

そ
し
て
朱
蕪
は
、
『
遺
書
』
『
外
書
』
を
校
訂
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
呂
大

臨
の
記
録
と
そ
の
他
の
諸
録
を
原
資
料
に
近
い
状
態
で
、
し
か
も
当
時
調
査
可

能
な
限
り
で
の
全
体
(
と
今
日
か
ら
は
み
え
る
範
囲
)
　
に
わ
た
っ
て
み
る
こ
と
が

で
き
た
。
南
宋
初
に
読
ま
れ
た
二
程
語
録
資
料
は
、
お
そ
ら
く
は
初
伝
門
人
が

記
録
し
た
も
の
の
一
次
資
料
の
状
態
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
風
に

編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
『
遺
書
』
と
比
較
す
る
と
何
が
ポ
イ
ン
ト
か
が
わ
か
り

に
く
く
、
ま
た
編
集
者
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

〔
⑬
〕
。
ま
た
、
二
程
の
発
言
を
記
録
し
た
初
伝
門
人
各
人
に
は
、
二
程
そ
れ
ぞ

れ
が
他
の
人
に
は
ど
う
話
し
た
の
か
は
客
観
的
に
は
分
か
ら
ず
、
二
程
に
近
い

ゆ
え
に
工
程
の
発
言
の
全
体
を
了
解
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
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は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
時
々
に
自
ら
が
受
け
取
っ
た
像
に
よ
っ
て
二
程
の

思
考
を
反
勿
す
る
し
か
な
い
。
楊
時
の
努
力
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
バ
ラ
バ
ラ

の
そ
れ
ら
の
像
の
資
料
が
集
ま
る
の
は
再
伝
段
階
以
降
に
な
り
、
時
が
か
か
る
。

こ
う
い
う
意
味
で
、
朱
薫
以
前
に
は
南
宋
初
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
纂
者
以
外

に
二
程
の
語
録
資
料
に
全
体
的
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
、
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
語
録
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
二
程
思
想
の
理
解
に
つ

い
て
、
朱
薫
は
基
本
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
以
上
の
考
察
か
ら
遡
る
と
、
二
程
初
伝
た
ち
が
受
け
取
っ
て
い
る
程

学
は
、
そ
の
初
伝
が
そ
の
人
ご
と
に
受
け
取
っ
た
も
の
に
よ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
敬
」
説
の
み
な
ら
ず
、
朱
某
思
想
に
影
響
を
大
き
く
与
え
た
、
『
遺
書
』
に

み
ら
れ
る
二
程
の
他
の
思
想
要
素
が
、
関
学
の
思
想
と
の
関
わ
り
の
中
で
表
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
の
だ

が
、
関
学
と
の
関
わ
り
の
中
で
表
出
さ
れ
た
そ
う
し
た
二
程
の
発
言
は
、
呂
大

臨
や
関
学
の
士
人
以
外
の
者
は
、
も
し
そ
こ
に
同
席
し
て
い
な
け
れ
ば
、
知
ら

な
い
か
間
接
的
に
し
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
呂
大
臨
録
と
　
「
入

関
語
録
」
と
を
除
い
て
二
程
の
語
録
を
み
た
場
合
は
、
本
稿
で
再
考
し
た
よ
う

な
関
学
と
の
関
わ
り
の
痕
跡
は
ぼ
や
け
、
二
程
思
想
の
各
要
素
の
相
関
が
拡
散

し
、
『
遺
書
』
中
の
二
程
思
想
の
相
貌
が
相
当
に
変
わ
る
こ
と
が
容
易
に
想
像

で
き
る
。
初
伝
各
人
の
原
初
の
程
学
像
は
、
各
人
が
直
接
に
二
程
か
ら
受
け
取

っ
た
も
の
を
軸
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
限
ら
れ
た
様
態
に
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら

の
程
学
は
、
そ
の
記
録
者
各
巻
ご
と
の
像
と
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
程
学
は
、
『
遺
書
』
以
後
の
像
と
し
て
の
そ
れ
で
は

な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
初
伝
高
弟
の
思
想
傾
向
と
、
そ
の
各
人
が
記
録
し
た

二
程
語
録
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

四
　
程
門
初
伝
に
お
け
る
程
学
受
容
と
二
程
語
録
資
料

a
、
程
門
初
伝
の
思
想
傾
向
と
『
程
氏
遺
書
』

程
学
の
展
開
を
程
門
初
伝
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
き
に
は
、
二
程
と

の
交
渉
に
お
け
る
各
自
の
程
学
受
容
を
ひ
と
ま
ず
分
離
す
る
視
点
で
み
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
以
下
、
旧
稿
と
記
述
が
若
干
重
な
る
部
分
も
出
る
が
、
本
稿
冒

頭
で
程
門
初
伝
の
高
弟
と
し
て
あ
げ
た
五
名
に
つ
い
て
、
そ
の
二
程
と
の
出
会

い
に
お
け
る
師
説
の
授
受
、
ま
た
後
年
の
影
響
を
簡
略
に
検
討
し
よ
う
。
な
お
、

略
年
表
を
本
稿
末
尾
頁
に
掲
げ
る
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
ず
『
遺
書
』
の
記
録
者
で
あ
る
呂
大
臨
、
謝
良
佐
、
薛
酢
に
つ
い
て
う
か

が
う
と
、
呂
大
臨
は
、
も
と
張
載
門
人
で
張
載
没
後
に
二
程
に
師
事
し
、
二
程

が
説
か
な
い
こ
と
は
断
固
と
し
て
張
載
説
を
保
持
し
た
と
い
わ
れ
る
人
で
あ

る
。
呂
大
臨
二
〇
四
六
～
一
〇
九
二
頃
)
　
の
二
程
初
見
は
、
無
寧
一
〇
年
　
(
一

〇
七
七
)
　
の
張
載
没
年
か
そ
れ
以
前
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
思
想
に
は
、
二
つ
の

側
面
が
あ
り
、
一
は
礼
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
は
張
載
の
影
響
を
保
持
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
張
載
が
『
周
礼
』
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
『
儀
礼
』
と
『
礼

記
』
を
統
一
的
に
み
よ
う
と
す
る
発
想
を
も
つ
〔
⑩
〕
。
一
は
　
「
太
虚
即
気
」
説

に
基
づ
く
張
載
の
道
学
と
二
程
の
道
学
と
を
折
衷
す
る
面
で
あ
る
。
本
稿
で
検

討
し
た
二
程
の
思
想
要
素
の
重
要
な
表
現
が
、
こ
の
側
面
に
関
わ
っ
て
表
出
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
彼
は
程
願
の
死
後
も
程
酷
と
や
り
と
り
を

し
、
思
想
史
の
中
で
重
視
さ
れ
る
書
簡
が
残
る
(
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
九
　
「
与
呂

大
臨
論
中
書
」
)
。
ま
た
二
程
と
の
交
渉
を
経
た
段
階
の
彼
の
思
想
は
、
「
藍
田
説
」
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と
し
て
南
采
の
衛
淀
『
礼
記
集
説
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
の
中
に
そ
の
概
要
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
以
前
、
そ
の
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
『
礼
記
』
解
釈
の
言
説
と
い
う
結
果
の
所
で
い
え
ば
、
『
遺
書
』

「
二
先
生
語
」
　
に
あ
ら
わ
れ
た
二
程
が
共
有
す
る
宇
宙
論
的
な
問
題
意
識
と
と

も
に
、
「
性
」
概
念
を
性
善
に
偏
ら
せ
て
捉
え
、
ま
た
　
「
格
物
」
を
説
く
　
「
伊

川
先
生
語
」
部
分
の
程
醸
説
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る

〔
⑰
〕
。
そ
れ
と
と
も
に
彼
は
、
『
遺
書
』
に
お
い
て
程
顔
の
思
想
を
象
徴
す
る

発
言
と
さ
れ
る
　
「
万
物
一
体
の
仁
」
説
(
巻
二
上
第
一
七
条
)
と
い
わ
ゆ
る
　
「
識

仁
篇
」
　
(
巻
二
上
第
二
八
粂
)
　
の
記
録
者
で
も
あ
る
(
両
条
と
も
「
明
」
　
の
記
録
メ
モ

が
あ
る
)
。
つ
ま
り
こ
の
間
題
に
関
心
が
あ
っ
て
、
関
連
す
る
質
問
を
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
彼
に
あ
っ
て
は
、
程
願
と
程
蹄
の
両
者
の
核
心

に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
資
料
的
に
確
認
で
き
る
。
張
我
の
影
響
を
も
含
め
て
い

え
ば
、
彼
は
関
学
・
洛
学
の
道
学
両
派
の
諸
要
素
の
ほ
と
ん
ど
を
体
現
し
た
貴

重
な
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
軽
暖
が
旧
法
党
政
権
の
プ
レ
ー
ン
と
し
て
活

躍
す
る
さ
中
に
早
く
に
没
く
な
っ
た
た
め
、
人
か
ら
人
を
通
し
て
の
後
世
へ
の

影
響
と
い
う
も
の
は
薄
い
。
彼
の
早
世
を
朱
蕪
は
痛
く
惜
し
ん
だ
が
、
そ
の
理

由
も
こ
の
辺
り
に
あ
ろ
う
【
⑬
〕
。

謝
良
佐
(
一
〇
五
〇
～
二
二
〇
?
)
、
薛
酢
(
一
〇
五
三
～
一
一
二
三
)
　
は
、
元

豊
八
年
(
一
〇
八
五
)
　
の
程
顛
の
死
後
に
も
機
会
あ
る
ご
と
に
程
画
に
全
面
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
そ
の
資
料
に
お
け
る
程
疎
の
影
が
う
す
い
。
謝
良

佐
は
、
元
豊
元
年
二
〇
七
八
)
二
十
九
歳
、
程
顛
(
と
き
に
四
十
七
歳
)
が
開

封
府
の
扶
溝
県
知
事
を
し
て
い
た
と
き
に
初
め
て
二
程
に
会
う
。
程
願
の
言
と

程
暖
の
言
と
を
分
け
て
い
る
『
遺
書
』
謝
良
佐
録
　
「
謝
顕
道
記
憶
平
日
語
」
　
を

概
観
す
る
と
、
五
十
七
条
あ
る
そ
の
程
醸
語
部
分
は
、
先
に
挙
げ
た
　
「
梅
本
窮

源
の
性
」
(
「
明
通
先
生
語
」
か
ら
通
し
て
第
五
六
条
)
や
、
「
道
非
陰
陽
也
。
所
以

一
陰
一
陽
道
也
。
如
一
間
一
関
謂
之
変
。
」
　
(
第
一
〇
五
条
)
と
い
っ
た
表
現
に

程
顧
ら
し
さ
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
程
蹟
ら
し
さ
が
さ
ほ
ど
目
立
つ
わ

け
で
は
な
い
。
こ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
六
十
条
あ
る
程
顛
語
部
分
に
は
、
例
え

ば
、
原
文
の
み
を
あ
げ
る
と
、

・
鳶
飛
戻
天
、
魚
躍
干
淵
、
言
其
上
下
察
也
。
此
一
段
子
息
喫
緊
為
人
処
、

与
必
有
事
焉
而
勿
正
心
之
　
　
意
同
、
活
溌
溌
地
。
会
得
時
、
活
溌
溌
地
。

不
会
得
時
、
只
是
弄
精
神
。

・
切
脈
最
可
体
仁
。

・
観
鶏
雛
。

・
周
茂
叔
窓
前
草
不
除
去
。
間
之
、
云
与
自
家
意
思
一
般
。

・
某
写
字
時
甚
敬
。
非
是
要
字
好
。
只
此
是
学
。

・
太
山
為
高
夫
、
然
太
山
頂
上
巳
不
屈
太
山
。
錐
尭
舜
之
事
、

太
虚
中
一
点
浮
雲
過
日
。

・
満
腔
子
是
側
隠
之
心
。

(
第
一
条
)

(
第
二
条
)

(
第
三
粂
)

(
第
二
一
条
)

(
第
二
三
条
)

亦
只
是
如
此

(
第
三
六
条
)

(
第
四
五
条
)

180

と
い
っ
た
、
程
再
の
風
気
と
し
て
従
来
尊
重
さ
れ
て
き
た
語
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
語
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
謝
氏
の
思
想
風
気
に
ち
ょ
う
ど

対
応
す
る
〔
⑲
〕
。
す
な
わ
ち
、
『
遺
書
』
「
二
先
生
語
」
で
呂
大
臨
が
記
録
す
る
、

手
足
が
麻
痺
す
る
の
を
医
書
で
不
仁
と
い
う
こ
と
を
推
せ
ば
「
仁
」
　
が
わ
か
る

と
い
う
、
「
万
物
一
体
の
仁
」
　
を
導
き
出
す
程
顛
語
(
巻
二
上
第
一
七
粂
)
を
う

け
つ
つ
、
謝
氏
は
、
「
知
覚
有
り
て
痛
醇
を
識
る
、
便
ち
仁
と
喚
び
倣
す
」
(
『
上

察
語
録
』
巻
上
)
、
「
心
は
走
れ
発
用
の
処
、
性
は
是
れ
自
然
」
　
(
巻
中
)
、
「
一
処

に
理
窮
む
れ
ば
、
触
る
る
処
は
皆
な
通
ず
」
　
(
巻
上
)
と
い
い
、
こ
こ
ろ
が
生

き
生
き
と
働
く
こ
と
を
い
う
「
知
覚
」
　
と
い
う
心
の
端
的
な
発
用
に
お
い
て
天
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地
の
生
意
を
う
け
た
　
「
性
」
　
の
発
露
が
み
て
と
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
に
「
仁
」

を
看
取
し
、
窮
理
と
い
う
こ
と
も
こ
の
発
用
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
説
く
。
こ
こ

か
ら
す
る
と
、
謝
良
佐
は
、
程
顛
没
後
も
軽
暖
と
面
語
は
す
る
が
(
『
上
背
語
録
』
、

『
程
氏
外
書
』
巻
一
二
)
、
程
討
、
ま
た
　
「
二
先
生
語
」
　
に
み
ら
れ
る
二
程
の
思

考
の
共
有
部
分
を
基
本
と
し
て
程
学
を
受
け
と
め
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

薛
酢
は
、
謝
良
佐
よ
り
も
早
く
照
寧
五
年
(
一
〇
七
二
)
　
二
十
歳
の
と
き
に

京
師
で
程
醸
(
と
き
に
四
十
歳
)
　
に
初
め
て
会
う
。
程
辞
に
も
こ
の
年
に
会
っ

て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
元
豊
四
年
二
十
九
歳
の
と
き
に
、
楊
時
、
謝

良
佐
と
と
も
に
穎
昌
で
程
串
に
会
う
。
「
年
譜
」
(
四
庫
全
書
本
『
源
腐
山
集
』
巻

四
)
　
は
こ
の
と
き
に
程
詩
語
を
記
録
す
る
と
い
う
。
ま
た
元
祐
八
年
〓
〇
九

三
)
四
十
一
歳
に
は
楊
時
と
と
も
に
程
疎
に
会
い
、
程
蹟
語
を
記
録
す
る
と
い

う
(
同
)
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
四
の
　
「
薛
定
夫
所
録
」
巻
に
四
十
一
条
あ
・
る
彼
の

二
程
語
記
録
は
、
各
条
末
に
　
「
明
道
(
=
程
顛
)
」
　
「
侍
講
(
=
程
醸
)
」
　
の
メ
モ

が
あ
る
も
の
五
条
の
他
は
、
資
料
的
に
二
程
の
語
を
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
そ
こ
に
程
顛
没
後
の
程
蹟
ら
し
さ
が
決
定
的
に
み
て
と
れ
る
も
の
も

み
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
程
顛
の
　
「
万
物
一
体
の
仁
」
説
に
き
わ
め
て

似
る
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
原
文
の
み
を
あ
げ
る
と
そ
れ
は
、

・
剛
毅
木
訊
、
質
之
近
乎
仁
也
。
力
行
、
学
之
近
乎
仁
也
。
若
夫
至
仁
、
則

天
地
為
一
身
、
而
天
地
之
間
品
物
万
形
為
四
肢
百
体
。
夫
人
童
有
祝
由
肢

百
体
而
不
愛
者
哉
。
聖
人
、
仁
之
至
也
。
独
能
体
是
心
而
巳
。
易
嘗
支
離

多
端
而
求
之
自
外
平
。
故
能
近
取
皆
者
、
仲
尼
所
以
示
子
貢
以
為
仁
之
方

也
。
医
書
有
以
手
足
風
頑
謂
之
四
体
不
仁
、
為
其
疾
痛
不
以
累
其
心
故
也
。

夫
手
足
在
我
而
疾
痛
不
与
知
焉
、
非
不
仁
而
何
。
世
之
忍
心
無
恩
者
、
其

自
棄
亦
若
是
而
巳
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
第
三
八
条
)

と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
部
分
的
に
は
、
右
に
ふ
れ
た
呂
大
臨
録
の
巻
二
上

第
一
七
条
の
　
「
万
物
一
体
の
仁
」
を
い
う
、

・
医
書
書
手
足
癖
痺
為
不
仁
、
此
言
最
善
名
状
。
仁
者
、
以
天
地
万
物
為
一

体
、
莫
非
己
也
。
認
得
為
己
、
何
所
不
至
。
若
不
有
諸
己
、
自
不
与
己
相

干
。
如
手
足
不
仁
、
気
巳
不
買
、
皆
不
属
己
。
故
博
施
済
衆
、
乃
聖
之
功

用
。
仁
至
難
言
。
故
止
日
、
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、
能
近
取

響
、
可
謂
仁
之
方
也
巳
。
欲
令
如
是
観
仁
、
可
以
得
仁
之
体
。

と
い
う
語
の
別
録
か
と
み
え
る
ほ
ど
に
思
考
の
型
が
近
い
。
こ
の
薛
酢
は
、
後

年
、
仏
教
と
儒
教
の
接
点
に
関
心
を
寄
せ
る
。
こ
の
『
遺
書
』
「
薛
定
夫
所
録
」

に
も
、
そ
れ
に
関
連
す
る
記
録
が
教
条
あ
る
。

・
先
生
は
仏
教
の
言
葉
を
好
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
い
う
、
「
仏

教
の
教
え
は
よ
い
。
そ
の
結
果
の
所
が
悪
い
の
だ
」
。
(
先
生
は
)
い
わ
れ

た
、
「
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
結
果
の
所
と
は
、
教
え
か
ら
出
た
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
が
攻
め
る
べ
き
は
、
ま
さ
に

そ
の
結
果
の
所
で
し
ょ
う
。
そ
の
教
え
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
は
関
知
し

ま
せ
ん
。
そ
の
教
え
が
先
王
に
合
致
し
な
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
学
ぶ
こ
と

を
願
い
ま
せ
ん
。
先
王
に
合
致
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
六
経
に
そ
の
内
容
を

求
め
れ
ば
十
分
で
す
。
ど
う
し
て
仏
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
」
。
(
先
生
不
好
仏
語
。
或
日
、
彿
之
道
是
也
、
其
迩
非
也
。
日
、
所
謂
迩
者
、

果
不
出
於
道
平
。
然
吾
所
攻
、
其
迩
耳
、
其
道
則
喜
不
知
也
。
使
其
道
不
合
於
先

王
、
固
不
願
学
也
。
如
其
合
於
先
王
、
則
求
之
六
経
足
臭
、
妥
必
仏
。
)(
第
四
条
)

と
い
っ
た
心
迩
論
は
、
二
程
が
し
ば
し
ば
説
く
論
で
も
あ
る
(
巻
一
第
一
〇
条
、

巻
一
五
第
四
八
、
九
七
条
)
。
薛
酢
は
仏
教
と
の
接
点
の
理
解
に
関
す
る
こ
う
し
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た
関
心
を
、
仏
教
を
排
斥
す
る
方
向
に
で
は
な
く
、
次
の
中
庸
解
釈
の
言
葉
の

よ
う
に
、
仏
教
が
指
し
示
す
課
題
を
あ
た
か
も
儒
教
の
語
に
置
き
換
え
る
よ
う

に
し
て
、
実
践
の
対
象
世
界
と
主
体
と
の
関
わ
り
を
主
体
の
側
に
引
き
寄
せ
、

「
物
我
の
間
て
」
　
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
論
じ
て
い
る
〔
⑳
〕
。

・
夫
れ
道
は
一
以
て
之
を
貫
き
、
物
我
の
間
て
無
し
。
既
に
忠
恕
と
日
え
ば
、

則
ち
巳
に
道
に
違
え
り
。
然
れ
ど
も
忠
に
し
て
以
て
己
を
尽
せ
ば
、
則
ち

将
に
以
て
己
を
忘
る
に
至
ら
ん
と
す
。
恕
に
し
て
以
て
物
を
尽
せ
ば
、
則

ち
将
に
以
て
物
を
忘
る
に
至
ら
ん
と
す
。
則
ち
善
く
道
を
為
む
る
は
、
之

よ
り
近
き
は
美
し
。
(
夫
道
一
以
貫
之
、
無
物
我
之
間
也
。
既
日
忠
恕
、
則
巳
遠

道
臭
。
然
忠
以
尽
己
、
則
将
以
至
忘
己
也
。
恕
以
尽
物
、
則
将
以
至
忘
物
也
。
則

善
為
道
者
莫
近
鳶
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
『
薛
虎
山
集
』
巻
一
「
中
庸
義
」
)

「
忠
恕
」
　
の
実
践
に
お
い
て
　
「
己
」
　
と
　
「
物
」
と
を
「
忘
る
」
　
と
い
う
あ
り
方

に
よ
り
、
物
我
の
対
立
を
実
体
化
、
固
定
視
す
る
こ
と
が
越
え
ら
れ
る
と
し
、

と
ら
わ
れ
が
融
釈
す
る
　
「
忘
る
」
と
い
う
い
い
方
に
象
徴
さ
れ
る
心
の
境
地
に

彼
は
関
心
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
右
の
　
「
万
物
一
体
の
仁
」
　
の
論
議
に
つ
い
て

も
、
そ
う
し
た
心
の
境
地
に
向
か
う
も
の
と
し
て
彼
は
編
成
し
て
い
る
。

・
心
の
本
体
は
一
な
る
の
み
。
事
事
に
し
て
之
を
為
め
、
物
物
に
し
て
之
を

愛
す
る
に
非
ず
、
又
た
日
を
積
み
月
を
累
ね
て
、
而
る
後
に
至
る
可
き
に

非
ざ
る
な
り
。
一
日
、
本
に
反
り
常
に
復
せ
ば
、
則
ち
万
物
は
一
体
に
し

て
、
適
く
と
し
て
道
に
非
ざ
る
は
無
し
。
(
心
之
本
体
一
両
巳
臭
。
非
事
事
而

為
之
、
物
物
而
愛
之
。
又
井
領
日
累
月
、
而
後
可
至
也
。
一
日
反
本
復
常
、
則
万

物
一
体
、
而
無
適
非
道
臭
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
、
巻
一
「
論
語
雑
解
」
)

「
万
物
一
体
」
　
と
は
、
物
我
の
隔
て
な
き
　
「
心
の
本
体
」
　
の
光
景
と
し
て
主
体

に
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
事
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
体
に
関
わ
る
対
象
す
べ
て
を
外

的
に
一
つ
一
つ
　
「
積
日
累
月
」
　
に
追
求
し
、
段
階
を
踏
ん
で
得
ら
れ
る
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
「
心
の
本
体
」
　
を
語
る
こ
う
し
た
言
葉
は
、
仏
教
が
課
題

と
す
る
事
柄
と
問
題
意
識
が
か
な
り
重
な
る
と
い
え
る
。
薛
酢
の
こ
う
し
た
思

想
風
気
を
み
る
と
、
そ
れ
は
や
は
り
程
諦
没
後
の
程
暖
の
風
気
で
は
な
く
、
程

封
や
「
二
先
生
語
」
　
に
み
ら
れ
る
二
程
の
思
想
の
共
有
部
分
を
基
本
と
し
て
程

学
を
受
け
と
め
、
独
自
に
展
開
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

『
遺
書
』
の
記
録
者
で
あ
る
呂
大
臨
、
謝
良
佐
、
薛
酢
に
お
け
る
、
語
録
資

料
に
み
ら
れ
る
二
程
の
思
想
要
素
と
彼
ら
の
思
想
傾
向
と
の
関
係
は
以
上
の
よ

う
で
あ
る
が
、
で
は
『
遺
書
』
に
記
録
巻
が
な
い
楊
時
と
努
岸
は
、
二
程
の
思

想
要
素
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

楊
時
は
、
元
豊
四
年
二
〇
八
一
)
二
十
九
歳
、
穎
昌
に
程
顔
が
滞
在
し
て

い
た
と
き
に
、
謝
良
佐
、
薛
酢
と
と
も
に
穎
昌
で
程
顛
に
会
う
。
楊
時
は
、
そ

の
程
瀬
の
没
後
も
程
転
と
往
来
す
る
。
程
顔
の
没
後
か
は
不
明
だ
が
、
書
簡
の

や
り
と
り
に
お
い
て
　
「
理
一
而
分
殊
」
　
と
い
う
程
蹄
の
有
名
な
言
葉
も
引
き
出

し
て
い
る
(
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
九
　
「
答
楊
時
論
西
銘
書
」
)
。
提
顔
を
主
と
し
た

二
程
の
語
録
資
料
の
収
集
に
も
彼
は
尽
力
し
た
。
南
宋
初
に
は
、
王
安
石
の
学

に
対
す
る
反
王
学
の
旗
手
と
し
て
程
学
を
鼓
舞
し
た
。
新
法
旧
法
党
争
の
構
図

で
い
え
ば
、
程
学
と
は
程
陳
の
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
楊

時
の
思
想
に
は
程
画
の
風
気
が
満
ち
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先
学
も
ふ
れ
る
言
葉
だ
が
、
程
疎
が
唱

え
た
　
「
格
物
」
　
に
つ
い
て
は
、
『
大
学
』
八
条
目
で
は
「
格
物
」
　
よ
り
も
後
に

位
置
す
る
　
「
誠
意
」
　
を
押
し
出
し
つ
つ
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。

・
致
知
は
格
物
に
在
る
も
、
物
は
国
よ
り
勝
げ
て
窮
む
可
ら
ず
。
身
に
反
り

て
誠
な
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
物
を
挙
げ
て
我
に
在
り
。
詩
に
日
く
　
「
天
の
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桑
民
を
生
じ
、
物
有
れ
ば
則
有
り
」
と
。
凡
そ
形
色
の
吾
が
身
に
具
わ
る
、

物
に
非
ざ
る
な
く
し
て
、
各
お
の
則
有
り
。
目
の
色
に
於
る
、
耳
の
声
に

於
る
、
口
鼻
の
臭
味
に
於
る
、
外
に
接
し
て
遁
る
る
を
得
ざ
る
者
は
、
其

れ
必
ず
以
有
り
。
其
の
物
に
体
し
て
遺
す
可
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
、
則
ち

天
下
の
理
は
得
。
天
下
の
理
得
れ
ば
、
則
ち
物
と
吾
と
一
な
り
。
能
く
吾

の
知
思
を
乱
す
有
る
無
く
ん
ば
、
意
は
其
れ
誠
な
ら
ざ
る
有
り
や
。
(
致

知
在
格
物
、
物
固
不
可
勝
窮
也
。
反
身
而
誠
、
則
挙
天
下
之
物
在
我
臭
。
詩
日
、

天
生
魚
民
、
有
物
有
則
。
凡
形
色
之
具
於
吾
身
、
無
非
物
也
而
各
有
則
鳶
。
目
之

於
色
、
耳
之
於
声
、
口
鼻
之
於
臭
味
、
接
乎
外
而
不
得
遁
焉
者
、
其
必
有
以
也
。

知
其
体
物
而
不
可
道
、
則
天
下
之
理
得
臭
。
天
下
之
理
得
、
則
物
与
吾
一
也
。
無

有
能
乱
吾
之
知
思
、
意
共
有
不
誠
乎
。
)

(
『
亀
山
集
』
巻
二
六
　
「
題
斎
欲
仁
大
学
篇
後
」
)

「
格
物
」
の
力
点
は
、
理
の
究
明
に
つ
と
め
る
主
体
の
あ
り
様
に
あ
る
と
み
て
、

「
誠
」
を
「
物
」
よ
り
も
前
面
に
打
ち
出
す
。
そ
の
　
「
物
」
に
個
別
に
　
「
則
」

が
あ
る
こ
と
の
普
遍
性
も
、
「
吾
」
　
の
外
に
お
い
て
で
は
な
く
、
「
物
と
吾
と

二
　
で
あ
る
と
い
う
領
域
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
と
し
て
、
「
吾
」
　
の
あ
り
方

に
力
点
を
置
く
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
も
程
暖
風
の
論
で
あ
る
「
格
物
」
　
の
論
に

お
い
て
も
、
程
臨
ら
し
さ
は
前
面
に
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
そ

の
祖
述
者
と
し
て
の
姿
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
〔
⑳
〕
、
彼
が
程
学
か
ら
逸

脱
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
心
の
鍛
錬
と
い
う
所
で
い
え
ば
、
程
陳
を
尊
重

し
っ
つ
も
、
相
対
的
に
い
え
ば
、
彼
も
や
は
り
二
程
の
思
考
の
共
有
部
分
に
お

い
て
程
学
を
受
け
と
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

芦
岸
は
文
章
家
と
し
て
有
名
な
芦
珠
の
二
世
代
後
の
族
員
で
あ
る
が
、
科
挙

を
め
ざ
し
て
い
た
元
祐
五
年
(
一
〇
九
〇
)
　
二
十
歳
の
と
き
に
程
蹄
に
初
め
て

会
い
、
科
挙
で
洛
萄
党
議
に
関
連
す
る
問
題
が
出
さ
れ
た
た
め
に
挙
業
を
断
念

し
た
と
い
う
(
『
和
靖
声
先
生
文
集
』
巻
一
〇
「
呂
徳
元
撰
墓
誌
銘
」
。
「
年
譜
」
は
初

見
を
十
七
歳
と
す
る
)
。
い
ま
は
亡
び
た
が
、
彼
は
、
『
遺
書
』
と
は
別
系
統
の
程

陳
語
録
を
編
集
し
(
同
、
巻
四
「
師
説
序
」
「
題
伊
川
先
生
語
録
」
)
、
ま
た
『
河
南

師
説
』
と
い
う
二
程
資
料
に
お
い
て
程
醸
語
録
の
記
録
者
と
な
っ
て
い
る
(
『
直

斎
書
録
解
題
』
、
前
条
既
述
)
。
彼
は
他
の
高
弟
と
は
異
な
り
、
程
煩
に
の
み
師
事

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
問
学
は
理
を
明
ら
か
に
す
る
手
だ
て
で
あ
る
。
理
が
明

ら
か
で
あ
れ
ば
心
を
お
お
う
も
の
は
な
い
(
関
学
所
以
明
理
。
理
明
則
物
莫
能
蔽
。
)
」

(
『
和
靖
芦
先
生
文
集
』
巻
七
「
師
説
中
」
第
三
二
条
)
と
門
人
王
時
敏
に
語
る
よ

う
に
、
理
を
中
心
と
し
た
い
い
方
を
す
る
発
言
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
条
以
外

に
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
は
、
そ
の
語
録
に
は
み
え
な
い
。
彼
は
程

学
の
真
髄
と
し
て
　
「
敬
」
　
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
門
人
祁
寛
に
語
っ
た
、

身
心
を
ひ
た
す
ら
ひ
き
し
め
れ
ば
、
主
宰
あ
っ
て
専
一
と
な
る
。
た
と
え

ば
人
が
お
宮
に
行
っ
て
敬
虔
に
心
を
さ
さ
げ
る
と
き
、
そ
の
心
は
ひ
き
し

ま
っ
て
お
り
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
も
つ
け
入
る
こ
と
が
な
い
。

(
只
収
欽
身
心
、
便
是
主
一
。
且
如
人
到
神
弼
中
致
敬
時
、
其
心
収
飲
、
更
不
着

得
毛
髪
事
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
同
、
巻
八
　
「
師
説
附
録
」
)

と
い
う
語
は
、
敬
の
境
地
を
よ
く
誓
え
た
も
の
と
し
て
、
後
に
『
大
学
或
間
』

で
「
其
心
収
欽
不
容
一
物
」
と
さ
れ
て
朱
蕪
に
継
承
さ
れ
て
有
名
で
あ
る
。
一

方
、
そ
の
『
大
学
或
間
』
　
の
程
門
格
物
諸
説
を
批
判
す
る
段
に
お
い
て
、
朱
某

は
芦
好
を
、
「
又
た
今
日
一
物
に
格
り
明
日
一
物
に
格
る
を
以
て
種
子
の
言
に

非
ず
と
為
」
す
者
と
し
て
あ
げ
る
。
芦
氏
の
挿
話
の
出
処
は
不
詳
だ
が
、
『
或

間
』
で
批
評
す
る
謝
良
佐
、
楊
時
ら
の
語
は
確
か
に
存
在
す
る
の
で
、
努
氏
の

話
も
容
易
に
当
時
み
ら
れ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
朱
蕪
は
努
氏
の
こ
の
言
を
、
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自
分
が
開
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
程
子
の
言
で
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し

い
と
非
難
す
る
が
、
本
稿
の
視
角
で
い
え
ば
、
こ
の
挿
話
は
、
「
格
物
窮
理
」

説
を
程
醸
思
想
の
核
心
と
は
み
な
さ
な
い
と
い
う
、
芦
好
に
お
け
る
程
学
受
容

の
姿
勢
を
語
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
言
葉
で
あ
ろ
う
。
呂
大
臨
は
別
と
し

て
、
他
の
高
弟
た
ち
が
、
程
画
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
「
格
物
窮
理
」
説
に
言
及

は
し
て
も
、
そ
の
程
陳
ら
し
さ
を
心
の
境
地
の
側
面
に
引
き
寄
せ
て
説
く
こ
と

と
、
「
格
物
」
説
は
な
い
も
の
と
し
て
「
敬
」
説
に
引
き
寄
せ
て
程
疎
を
理
解

す
る
芦
好
の
こ
の
挿
話
と
に
は
、
程
学
の
受
容
と
し
て
呼
応
す
る
も
の
が
み
ら

れ
る
。以
上
、
『
程
氏
遺
書
』
に
み
え
る
二
程
の
思
想
要
素
と
程
門
初
伝
の
高
弟
た

ち
の
思
想
傾
向
と
の
関
係
を
う
か
が
っ
た
。
『
遺
書
』
の
記
録
者
で
あ
る
呂
大

臨
、
謝
良
佐
、
薛
酢
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
の
二
程
語
録
の
記
録
と
各
人
の

思
想
傾
向
と
の
間
に
は
ゆ
る
や
か
に
だ
が
対
応
が
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
楊
時
、
芦
岸
を
も
含
め
、
各
人
が
受
け
と
め
る
各
人
ご
と
の
程
学
像
に
は
、

彼
ら
各
人
が
師
事
し
は
じ
め
た
と
き
の
二
程
の
思
想
の
影
響
が
か
な
り
強
い
こ

と
が
み
て
と
れ
る
。
元
祐
年
間
の
程
暖
の
政
界
活
動
期
に
早
世
し
た
呂
大
臨
、

程
顛
の
死
後
に
程
暖
に
師
事
し
は
じ
め
た
ヂ
岸
を
除
く
と
、
他
の
三
名
は
、
「
伊

州
先
生
語
」
に
み
ら
れ
る
程
疎
ら
し
さ
に
お
い
て
で
は
な
く
、
程
顛
在
世
中
の
、

程
詔
の
風
気
を
基
調
と
す
る
二
程
の
思
考
の
共
有
部
分
に
お
い
て
程
学
を
受
け

と
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

b
、
北
宋
末
の
状
勢
の
中
で

し
か
し
、
程
門
初
伝
の
高
弟
た
ち
が
二
程
の
思
考
の
共
有
部
分
を
基
本
と
し

て
程
学
を
受
け
と
め
て
い
る
と
す
る
と
、
本
稿
で
検
討
し
た
　
「
生
生
」
　
の
論
と

か
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
と
か
が
、
芦
岸
を
除
く
高
弟
た
ち
に
も
っ
と
語
ら
れ

て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
呂
大
臨
以
外
は
そ
う
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
関
心

が
心
の
あ
り
方
に
き
わ
め
て
傾
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
本
稿
冒
頭
(
前
集
)

で
は
程
学
継
承
の
「
屈
折
」
と
述
べ
た
が
、
こ
う
な
る
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
、

三
つ
の
方
向
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

第
一
に
、
「
格
物
窮
理
」
　
「
積
習
貫
通
」
　
論
と
い
っ
た
程
醸
風
の
　
「
理
」
　
の

論
に
発
言
が
偵
か
な
い
の
は
、
程
陳
が
程
転
風
の
論
を
説
き
始
め
る
以
前
に
彼

ら
が
二
程
と
接
す
る
と
い
う
条
件
下
に
あ
っ
た
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
基
本
的

な
説
明
が
つ
く
。
ま
た
程
顛
も
含
め
て
い
え
ば
、
二
程
が
「
生
生
」
の
論
と
「
理
」

「
天
理
」
　
の
論
と
を
特
に
重
ね
て
表
出
す
る
の
は
、
関
学
の
思
考
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
と
い
う
特
定
の
相
手
を
対
象
と
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
直
接
に
そ

こ
に
同
席
し
な
か
っ
た
者
は
間
接
的
な
受
容
に
と
ど
ま
る
た
め
と
い
う
こ
と

で
、
や
は
り
説
明
が
つ
く
。
呂
大
臨
は
張
戦
の
影
響
も
あ
っ
て
、
二
程
の
　
「
生

生
」
　
の
論
に
つ
な
が
る
宇
宙
論
的
関
心
も
か
な
り
強
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ

の
よ
う
な
関
心
が
さ
ほ
ど
で
も
な
い
高
弟
に
対
し
て
は
、
質
問
も
そ
れ
に
ふ
れ

て
こ
ず
、
「
生
生
」
　
の
論
と
　
「
理
」
　
の
論
と
を
セ
ッ
ト
で
二
程
が
語
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
と
か
、
語
る
に
し
て
も
別
の
い
い
方
に
な
る
と
か
と
い
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
の
中
で
中
心
問
題
が
微
妙
に
異
な
る
程
子
像
が
、
程

門
各
々
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
「
生
生
」
　
の
論
や
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
が
、
心
の
陶
冶
の
論
の

基
礎
に
位
置
す
る
と
い
う
、
二
程
の
思
想
要
素
の
相
関
構
図
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
る
。「
天
理
」
　
の
論
の
限
り
で
は
、
近
年
の
溝
口
雄
三
氏
ら
の
論
が
み
て
と
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
政
治
思
想
と
し
て
の
天
観
念
の
宋
代
的
展
開
の
あ
ら
わ
れ
と
し
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て
、
旧
い
天
観
念
と
し
て
の
天
諸
説
を
批
判
す
る
合
理
論
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
政
治
的
立
場
で
は
対
立
す
る
同
時
代
の
王
安
石
ら
と

も
歩
調
を
合
わ
せ
る
時
代
の
刻
印
を
帯
び
た
側
面
を
も
つ
〔
⑳
)
。
し
か
し
二
程

の
主
観
と
し
て
は
、
そ
の
　
「
天
理
」
　
の
論
や
「
生
生
」
　
の
論
の
意
図
は
、
天
諸

説
の
合
理
化
そ
の
も
の
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
性
」
　
論
の
項
で
少
し

く
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
北
宋
半
ば
、
有
力
士
大
夫
も
片
々
た
る
士
人
も
仏
教

に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
の
に
対
し
、
心
の
制
御
と
い
う
課
題
を
み
つ
め
、
儒

教
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
対
抗
す
る
議
論
と
し
て
、
そ
の
　
「
性
」
論
は
表
出
さ
れ

て
い
る
。
「
天
理
」
　
の
論
や
　
「
生
生
」
　
の
論
は
、
そ
の
基
礎
づ
け
と
い
う
所
に

位
置
す
る
論
で
あ
る
。
「
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の
論
、
万
物
一
体
の
論
を
重

ね
て
説
く
代
表
と
し
て
第
二
節
a
に
引
い
た
、
「
万
物
が
一
体
だ
と
い
う
わ
け

は
云
々
」
と
い
う
學
言
(
前
集
1
6
9
頁
)
は
、
実
は
そ
の
後
に
仏
教
論
評
の
語
が

続
く
。
先
に
引
い
た
部
分
を
も
含
め
て
示
す
と
、
こ
う
で
あ
る
。

・
　
万
物
が
一
体
だ
と
い
う
わ
け
は
、
す
べ
て
こ
の
理
が
そ
な
わ
っ
て
、
た

だ
そ
こ
か
ら
来
る
た
め
で
あ
る
。
「
生
生
を
之
れ
易
と
謂
う
」
　
が
、
生
ず

る
の
は
一
時
に
生
じ
、
す
べ
て
こ
の
理
を
き
っ
ぱ
り
そ
な
え
る
。
人
は
推

明
で
き
る
が
、
(
動
物
な
ど
の
)
物
は
気
が
昏
く
て
推
明
で
き
な
い
。
だ
が

そ
う
し
た
物
が
あ
ず
か
り
そ
な
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
は

自
己
中
心
と
な
り
、
自
分
の
か
ら
だ
か
ら
心
を
起
こ
す
た
め
に
、
道
理
を

み
て
こ
れ
を
小
さ
く
み
な
し
て
し
ま
う
。
こ
の
身
を
の
び
ひ
ろ
げ
、
万
物

の
中
で
ま
っ
た
く
同
じ
く
み
て
い
け
ば
、
お
お
い
に
気
持
ち
が
よ
か
ろ
う
。

釈
氏
は
こ
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
そ
の
身
に
意
識
を
起
こ
す
の

だ
が
、
そ
の
身
を
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ず
に
、
そ
こ
で
世
を
厭
う
。
迷
い

を
根
こ
そ
ぎ
な
く
そ
う
と
す
る
が
、
心
の
根
源
が
定
ま
ら
な
い
た
め
、
枯

れ
木
・
消
え
た
灰
に
な
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
ん
な
道
理
は
な
い
。
そ

ん
な
道
理
が
あ
る
の
を
追
う
な
ら
、
死
だ
け
だ
。
釈
氏
は
そ
の
実
は
わ
が

.
身
に
執
着
し
て
、
の
び
ひ
ろ
げ
ら
れ
ず
、
だ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
説
く
の

だ
。(所
以
万
物
一
体
者
、
皆
有
比
理
、
只
為
従
那
裏
来
。
「
生
生
之
謂
易
」
、
生
則
一

時
生
、
皆
完
比
理
。
人
則
能
推
、
物
則
気
昏
、
推
不
得
。
不
可
道
他
物
不
与
有
也
。

人
只
為
自
私
、
将
自
家
躯
殻
上
頭
起
意
、
故
看
得
道
理
小
了
佗
底
。
放
這
身
来
、

都
在
万
物
中
一
例
看
、
大
小
大
快
活
。
釈
氏
以
不
知
比
、
去
佗
身
上
起
意
思
、
奈

何
那
身
不
得
、
故
却
厭
悪
。
要
得
去
尽
根
塵
、
為
心
源
不
定
、
故
要
得
如
楠
木
死

灰
。
然
没
比
理
、
要
有
比
理
、
除
是
死
也
。
釈
氏
其
実
是
愛
身
、
放
不
得
、
故
説

許
多
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
部
分
。
巻
二
上
第
一
三
四
条
)

心
の
制
御
、
陶
冶
と
い
う
課
題
に
応
え
る
も
の
と
し
て
士
人
が
禅
仏
教
に
惹
か

れ
る
と
い
う
状
勢
が
あ
り
、
し
か
し
宗
教
の
言
葉
は
、
経
世
済
民
の
社
会
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
士
人
の
立
場
に
必
ず
し
も
対
応
す
る
も
の
で

は
な
い
と
思
念
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
士
人
の
社
会
性
を
基
礎
づ
け
る
立
場
か

ら
の
心
の
制
御
と
陶
冶
に
応
え
る
言
葉
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
社
会
性
を
基
礎

づ
け
る
も
の
と
し
て
、
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の
論
、
「
生
生
」
　
の
論
が
表
出
さ
れ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
は
呂
大
臨
録
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
高
弟
の
薛
酢
は
、
同
様
の
問
題

を
次
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

・
道
の
外
に
物
は
な
く
、
物
の
外
に
道
の
働
き
は
な
い
。
つ
ま
り
天
地
の

間
は
ど
こ
も
す
べ
て
道
の
働
き
で
な
い
も
の
は
な
い
の
だ
。
父
子
に
即
し

て
は
父
子
の
血
縁
か
ら
来
る
親
密
な
点
に
、
君
臣
に
即
し
て
は
君
臣
の
上

下
秩
序
の
厳
し
さ
に
あ
り
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
関
係
に
ま
で
、
あ
り
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よ
う
は
す
べ
て
道
の
働
き
で
な
い
も
の
は
な
く
、
こ
れ
が
(
中
庸
で
い
う
)

道
は
ち
ょ
っ
と
で
も
離
れ
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
わ
け
な
の

だ
。で
あ
れ
ば
、
人
倫
を
破
壊
し
、
四
つ
の
大
い
な
る
も
の
を
去
る
の
は
、

(
真
の
=
儒
の
)
道
か
ら
分
か
れ
隔
た
る
こ
と
ま
こ
と
に
遠
い
。
だ
か
ら

「
君
子
が
天
下
に
対
す
る
と
き
に
は
、
主
観
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
な
す
べ

き
こ
と
に
従
う
」
　
(
論
語
・
里
仁
)
　
の
だ
。
も
し
主
観
が
入
る
の
な
ら
、
道

の
働
き
に
関
し
て
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
天
地
が
完
全
で
あ
る
と

い
う
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
だ
。

彼
ら
仏
教
の
学
は
、
「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
　
る
(
易
)
こ
と
は
あ
る

の
だ
が
、
「
義
以
て
外
を
方
に
す
」
　
る
と
い
う
の
は
、
な
お
な
い
。
だ
か

ら
心
が
滞
る
者
は
枯
れ
木
に
入
り
、
す
っ
と
行
っ
て
い
る
者
は
か
つ
て
き

ま
ま
と
い
う
こ
と
に
帰
着
し
、
こ
れ
が
仏
の
教
え
が
狭
い
と
い
う
わ
け
な

の
だ
。
わ
が
　
(
儒
教
の
)
道
は
そ
う
で
は
な
く
、
(
道
に
よ
る
)
　
も
ち
ま
え

に
し
た
が
う
だ
け
だ
。
こ
の
道
理
は
、
聖
人
は
『
易
』
に
お
い
て
詳
し
く

説
い
て
い
る
。

(
道
之
外
無
物
、
物
之
外
無
道
、
是
天
地
之
閉
無
適
而
非
道
也
。
即
父
子
而
父
子

在
所
親
、
即
君
臣
而
君
臣
在
所
厳
、
以
至
為
夫
婦
、
為
長
幼
、
為
朋
友
、
無
所
為

而
非
道
、
比
道
所
以
不
可
須
央
離
也
。
然
則
毀
人
倫
、
去
四
大
者
、
其
分
於
道
也

達
夫
。
故
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
、
無
美
也
、
義
之
与
比
。
若
有
適
有
美
、

則
於
道
為
有
閑
、
非
天
地
之
全
也
。
彼
釈
氏
之
学
、
於
敬
以
直
内
、
則
有
之
臭
、

義
以
方
外
、
則
未
之
有
也
。
故
滞
固
者
入
於
枯
構
、
疏
通
者
帰
於
璋
欲
、
比
仏
之

教
所
以
為
陰
也
。
吾
道
則
不
然
、
率
性
而
巳
。
斯
理
也
、
聖
人
於
易
倍
音
之
。
)

(
巻
四
第
三
四
条
、
薛
酢
録
)

仏
教
批
判
の
論
の
根
拠
と
し
て
、
や
は
り
は
じ
め
に
「
天
地
の
間
」
　
の
　
「
物
」

の
姿
と
い
う
、
儒
教
の
立
場
か
ら
み
て
と
る
世
界
の
あ
り
方
を
説
く
。
た
だ
し

記
録
者
の
関
心
、
ま
た
質
問
の
傾
向
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
生
生
」
と
か

「
理
」
と
か
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
の
あ
り
方
を
説
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ

の
部
分
は
端
的
に
　
「
道
」
　
の
働
き
と
述
べ
る
だ
け
で
す
ま
せ
、
こ
の
条
は
、
そ

こ
か
ら
み
え
る
仏
教
批
判
に
力
点
を
置
く
。
と
は
い
え
、
心
の
制
御
、
陶
冶
と

い
う
課
題
を
仏
教
と
共
有
し
つ
つ
、
そ
の
課
題
に
対
し
、
仏
教
と
は
異
な
る
儒

教
の
社
会
性
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
基
礎
づ
け
を
行
う
と
い
う
点
で
は
、
両

条
と
も
同
旨
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
語
る
と
き
に
、
仏
教
に
対
抗
す
る
核
心
と
し
て
「
生
生
」

と
か
「
道
」
　
の
働
き
と
か
　
「
理
」
　
の
視
点
が
師
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
そ
の
視

点
は
、
二
程
の
思
想
遍
歴
か
ら
し
て
、
二
程
自
身
が
獲
得
し
他
者
に
発
信
で
き

る
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
伝
高
弟
が
二
程
に
魅
力
を
感
じ
た
一

つ
は
、
儒
教
の
立
場
か
ら
の
心
の
陶
冶
を
根
拠
を
も
っ
て
語
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
み
え
る
ま
さ
に
こ
の
箇
所
に
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
各
自
の
関
心
か
ら

そ
の
所
説
を
開
い
て
充
分
に
納
得
す
る
。
そ
の
上
で
そ
れ
は
こ
と
さ
ら
に
語
る

も
の
で
は
な
い
前
提
と
い
う
べ
き
も
の
と
な
り
、
当
初
の
課
題
で
あ
る
心
の
制

御
、
陶
冶
に
向
か
う
。
そ
の
先
に
は
経
世
済
民
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
い

う
士
人
と
し
て
の
責
務
が
あ
る
。
こ
う
し
た
思
考
過
程
が
あ
っ
て
、
著
述
や
そ

の
語
録
に
お
い
て
、
彼
ら
は
理
の
あ
り
よ
う
を
語
る
よ
り
は
、
そ
も
そ
も
の
課

題
た
る
心
の
陶
冶
を
語
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
初
伝
高
弟

た
ち
が
心
の
陶
冶
に
向
か
っ
た
こ
の
所
に
、
二
程
の
　
「
天
理
」
　
の
論
が
、
一
方

で
は
宇
宙
論
的
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
溝
口
氏
が
み
る
、
朱
子
学
に
お
け
る
天

理
の
内
面
化
に
後
に
つ
な
が
っ
て
い
く
重
要
な
契
機
が
看
取
で
き
る
。
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第
三
は
、
思
想
内
容
の
外
の
こ
と
に
属
す
る
こ
と
だ
が
、
程
門
初
伝
の
高
弟

た
ち
の
論
が
心
の
境
地
に
傾
斜
し
内
向
化
す
る
の
は
、
彼
ら
の
社
会
的
立
場
が

対
社
会
的
な
抱
負
を
実
現
で
き
な
い
条
件
に
あ
っ
た
こ
と
と
時
期
的
に
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
末
尾
に
元
祐
以
降
、
北
宋
末
に
か
け
て
の
各
人
の
経

歴
を
略
年
表
と
し
て
示
し
た
が
、
こ
れ
を
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
ひ
と
目
で
う

か
が
え
る
。
早
々
と
科
挙
か
ら
撤
退
し
た
努
好
以
外
、
彼
ら
高
弟
た
ち
が
科
挙

を
通
過
し
、
あ
る
い
は
蔭
に
よ
っ
て
官
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は
、
新

法
が
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
無
事
・
元
豊
年
間
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
旧
法
党
政
権

期
を
経
て
、
さ
て
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
に
政
権
は
新
法
党
に
転
換
し
、
旧
法

党
政
権
に
協
力
し
た
程
陳
の
門
流
は
地
方
官
に
追
い
や
ら
れ
、
中
央
に
は
入
れ

な
く
な
る
。
特
に
崇
寧
二
年
二
一
〇
三
)
元
祐
姦
党
碑
が
た
て
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
る
と
そ
れ
は
顕
著
に
な
り
、
曲
折
は
あ
る
が
そ
の
状
勢
は
靖
康
元
年
(
一

一
二
六
)
　
の
初
め
ま
で
続
く
。
そ
の
間
、
二
程
初
伝
の
士
も
没
く
な
っ
て
い
く

が
、
こ
の
高
弟
た
ち
の
論
が
心
の
あ
り
よ
う
に
傾
斜
し
内
向
化
す
る
の
は
、
先

の
仏
学
の
流
行
と
の
関
係
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
的
立
場
が
対
社
会
的

な
抱
負
を
実
現
で
き
な
い
と
い
う
状
勢
に
あ
っ
た
こ
と
と
も
対
応
す
る
。

程
学
は
、
程
期
の
在
世
中
は
、
中
央
政
府
レ
ベ
ル
で
士
と
し
て
の
出
処
進
退

を
律
す
る
生
き
方
を
語
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
二
程
、
ま
た
そ
の
父
の

程
駒
は
、
王
安
石
の
新
法
党
時
代
の
無
率
、
元
豊
年
間
は
、
洛
陽
を
中
心
と
し

て
司
馬
光
、
冨
弼
、
文
彦
博
ら
旧
法
党
系
の
有
力
士
大
夫
ら
と
交
流
し
て
い
た
〔
⑳
〕
。

程
駒
の
幕
職
を
し
て
い
た
程
煩
も
も
と
よ
り
こ
の
輪
の
中
に
い
た
。
ま
た
『
遺

書
』
中
で
二
程
は
、
元
祐
の
は
じ
め
に
門
下
侍
郎
(
副
宰
相
)
と
な
っ
た
韓
維

二
〇
一
七
～
一
〇
九
八
)
と
親
し
く
議
論
を
し
て
お
り
、
そ
の
議
論
を
分
析
す

る
と
、
有
力
士
大
夫
が
当
時
、
仏
教
に
惹
か
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
我
が
身
の
存

在
の
根
源
か
ら
自
身
を
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
儒
教
の
立
場
で
提
起
し
、
こ
の
仏

教
傾
倒
を
克
服
す
る
視
点
を
二
程
が
提
示
し
て
い
た
様
子
が
看
取
で
き
る
〔
㊨
)
。

程
門
の
い
わ
ゆ
る
高
弟
た
ち
は
、
こ
の
頃
に
師
事
し
始
め
て
お
り
、
右
に
述
べ

た
よ
う
に
、
彼
ら
が
二
程
に
惹
か
れ
た
の
も
こ
う
い
う
点
に
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
「
生
生
」
　
の
論
、
「
天
理
」
　
「
理
」
　
の
論
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
説
か

れ
た
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
元
豊
末
年
に
程
期
が
亡
く
な
る
が
、
続
く
元

祐
年
間
の
旧
法
党
政
権
期
の
初
め
に
は
、
こ
う
し
た
有
力
士
大
夫
と
の
交
流
を

足
場
に
し
て
、
程
頭
は
布
衣
の
身
か
ら
崇
政
殿
説
書
(
侍
講
)
と
な
り
、
帝
王

学
と
し
て
天
子
を
も
対
象
と
す
る
そ
の
道
学
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
後
、
洛
萄
党
議
か
ら
程
餌
は
洛
陽
の
西
京
国
子
監
に
身
を
引
く
が
、
そ
の
影

響
力
は
大
き
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
転
、
紹
聖
以
後
の
新
法
党
政
権
期
に
な
る

と
、
職
を
解
か
れ
て
布
衣
の
身
に
も
ど
り
、
さ
ら
に
は
浩
州
へ
足
か
け
四
年
ほ

ど
流
諭
さ
れ
る
。
徽
宗
即
位
の
年
に
赦
さ
れ
て
一
時
復
権
し
た
が
、
次
の
崇
寧

年
間
以
降
は
旧
法
党
人
士
に
対
す
る
新
法
党
政
権
の
政
権
の
対
応
が
厳
し
く
な

り
、
細
々
と
講
学
す
る
隠
者
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
程
画
は
亡
く
な
る
。
北
宋

の
半
ば
か
ら
末
期
へ
か
け
て
の
中
央
に
お
け
る
程
学
の
浮
沈
は
激
し
い
も
の
が

あ
っ
た
　
【
⑳
〕
。

程
陳
に
対
す
る
新
法
党
政
権
期
の
朝
廷
の
扱
い
は
、
程
門
人
士
を
中
央
に
登

用
は
し
な
い
と
い
う
サ
イ
ン
で
も
あ
る
。
元
祐
年
間
以
降
の
こ
う
し
た
浮
沈
の

中
、
特
に
紹
聖
以
後
は
、
そ
も
そ
も
程
瞭
自
身
が
自
ら
の
学
に
よ
っ
て
精
神
を

保
持
し
た
と
い
う
挿
話
の
中
に
い
た
よ
う
に
〔
⑳
〕
、
程
頴
在
世
中
か
ら
二
程
に

師
事
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
程
学
は
い
わ
ば
地
方
逼
塞
の
精
神
保
持
の
学
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
北
宋
末
の
程
学
が
置
か
れ
た
状

勢
の
中
で
、
こ
の
程
学
を
語
る
者
は
、
地
方
の
任
地
ま
た
郷
里
で
講
学
し
、
立
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身
よ
り
は
自
ら
の
根
源
に
向
か
う
思
索
を
深
め
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
そ
れ
を

聞
く
者
は
、
い
っ
そ
う
程
学
を
内
面
の
保
持
の
学
と
し
て
受
け
と
め
た
で
あ
ろ

う
〔
⑳
)
。
先
に
み
た
呂
大
臨
を
除
く
四
名
の
思
想
傾
向
は
、
資
料
的
に
は
紹
聖

以
後
の
新
法
党
政
権
期
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
こ
う
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

中
央
レ
ベ
ル
の
有
力
士
人
と
の
交
流
、
帝
王
学
と
し
て
の
側
面
、
地
方
末
端

で
の
士
人
の
精
神
保
持
の
学
と
、
講
説
対
象
が
大
き
く
振
幅
し
つ
つ
、
中
央
士

人
の
学
か
ら
地
方
の
士
人
の
学
へ
と
程
学
は
そ
の
受
容
層
の
幅
を
拡
げ
て
い

く
。
そ
し
て
南
宋
に
入
っ
た
後
、
そ
の
延
長
に
朱
某
が
登
場
す
る
。
逆
説
的
だ

が
、
旧
法
党
人
士
に
対
す
る
排
除
の
状
況
が
な
け
れ
ば
、
宋
代
士
大
夫
思
想
の

集
成
と
し
て
の
後
の
い
わ
ゆ
る
朱
子
学
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
宋

代
の
課
題
集
成
の
思
想
も
、
別
の
相
貌
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

五
　
小
結

以
上
、
本
稿
で
は
程
門
初
伝
の
高
弟
の
思
想
傾
向
と
、
語
録
資
料
に
み
え
る

二
程
の
思
想
要
素
と
の
相
関
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
彼
ら
の
特
色
あ
る
思
想
傾

向
は
、
二
程
の
共
有
部
分
が
基
礎
と
な
り
、
そ
こ
に
あ
る
　
「
理
」
　
「
天
理
」
　
の

論
の
斬
新
さ
を
認
め
つ
つ
、
彼
ら
自
身
の
本
来
の
関
心
で
あ
る
心
の
陶
冶
の
課

題
に
戻
っ
た
た
め
の
も
の
み
ら
れ
る
。

こ
う
み
る
と
き
に
、
二
程
に
つ
い
て
は
、
後
世
か
ら
み
ら
れ
た
そ
の
異
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
同
の
部
分
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
程
醸
ら

し
さ
と
い
わ
れ
て
い
る
部
分
も
、
程
詩
と
の
共
有
部
分
を
踏
ま
え
て
の
も
の
と

い
う
見
方
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
従
来
の
二
程
同
異
論
も
再

検
討
が
要
請
さ
れ
る
。
程
学
の
初
期
の
勃
興
と
逼
塞
の
両
方
を
み
て
い
る
初
伝

高
弟
の
程
学
像
が
、
こ
の
こ
と
を
促
す
。
そ
し
て
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
二
程

が
直
接
に
講
説
し
た
テ
キ
ス
ト
や
解
説
も
一
部
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
北
宋
未
の

状
勢
下
、
そ
の
流
布
は
疑
問
で
あ
り
、
こ
の
初
伝
の
高
弟
た
ち
が
詩
学
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
人
か
ら
人
を
通
し
て
、
程
学
が
次
の
再
伝
、
三
伝
へ
と
引
き
継

が
れ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
理
解
が
必
然
的
に
南
宋
初
ま
で
の
程
学
像
を
か

な
り
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
程
四
伝
に
あ
た
る
朱
薫
は
、
当
初
は
こ
の
枠
の
中
に
い
た
。
し
か
し
『
程

氏
遺
書
』
の
編
集
に
よ
り
二
程
の
思
想
要
素
の
相
関
を
見
渡
す
機
会
に
恵
ま
れ
、

「
未
発
」
に
お
け
る
「
敬
」
の
論
を
発
見
し
、
そ
の
底
に
あ
る
「
性
」
と
「
理
」

の
論
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
程
学
の
像
に
違
和
感
を
覚
え
、
基
礎
論
に
あ
た
る

「
理
」
　
の
論
の
部
分
を
、
周
敦
蹄
の
言
葉
を
利
用
し
て
組
み
立
て
直
す
。
「
定

論
」
　
以
後
の
朱
某
の
二
程
像
は
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
以
前
の
像
を
見
直
し
組
み
替

え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
初
的
に
は
程
門
初
伝
に
お
け
る
程
学
受
容
の

中
に
あ
る
、
「
心
」
　
を
基
礎
づ
け
内
面
的
に
捉
え
る
志
向
を
継
承
し
っ
つ
、
二

程
が
色
濃
く
も
つ
宇
宙
論
的
風
気
を
読
み
と
り
再
構
成
し
て
、
「
理
」
　
を
心
に

深
く
内
在
化
さ
せ
て
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
程
門
初
伝
は
そ
う
し
て
成
っ
た

そ
の
地
平
か
ら
表
層
的
に
は
朱
蕪
に
厳
し
く
批
判
は
さ
れ
る
が
、
し
か
し
程
学

理
解
を
　
「
心
」
　
を
基
礎
づ
け
る
哲
学
と
し
て
主
体
の
内
面
の
問
題
と
し
て
理
解

す
る
路
線
に
向
か
わ
せ
た
点
で
、
こ
の
程
門
初
伝
の
思
想
傾
向
は
、
思
想
史
に

お
い
て
看
過
で
き
な
い
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
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注①
　
注
の
番
号
は
、
「
(
上
)
」
　
か
ら
通
し
に
は
し
な
い
で
、
「
(
下
)
」
　
で
新
た
に
始
め
る
。

前
集
未
読
の
読
者
の
た
め
に
、
行
論
の
理
解
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
注
で
重
ね
て
資
料
そ
の
他
を
示
す
よ
う
に
す
る
。
「
生
生
之
謂
易
、
是
天
之
所
以

為
道
也
。
天
只
是
以
生
為
道
、
継
比
生
理
者
、
即
是
善
也
。
善
便
有
一
箇
元
底
意
恩
。

元
者
善
之
長
、
万
物
皆
有
春
意
、
便
是
継
之
者
善
也
。
成
之
者
性
也
、
成
却
待
佗
物

日
成
、
其
性
須
得
。
」
　
(
巻
二
上
第
一
〇
九
条
)
、
「
天
地
之
大
徳
日
生
。
天
地
紹
組
、

万
物
化
醇
。
生
之
謂
性
。
〔
告
子
比
言
是
、
而
謂
犬
之
性
猶
牛
之
性
、
牛
之
性
猶
人
之

性
、
則
非
也
。
〕
　
万
物
之
生
意
最
可
観
。
比
元
者
善
之
長
也
。
斯
所
謂
仁
也
。
人
与
天

地
一
物
也
。
而
人
特
自
小
之
、
何
耶
。
」
　
(
巻
一
一
第
四
二
条
、
程
類
語
)
。
な
お
、
確

認
不
充
分
の
た
め
に
前
集
で
は
『
遺
書
』
粂
数
順
に
い
く
つ
か
誤
り
が
あ
っ
た
。
お

詫
び
す
る
。

②
　
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
「
士
と
三
教
　
(
a
)
　
禅
」
　
(
『
中
国
文
化
叢

書
6
　
宗
教
』
大
修
館
、
一
九
六
七
年
)
　
参
照
。

③
　
近
藤
正
則
『
程
伊
川
の
　
『
孟
子
』
　
の
受
容
と
節
義
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
)

④
　
性
論
に
お
い
て
二
程
が
思
考
を
共
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
集
注

⑭
湯
川
敏
弘
　
「
二
程
子
の
体
鮎
の
世
界
と
有
の
論
理
-
感
応
の
論
理
序
説
-
」
　
(
有
田

和
夫
・
大
島
晃
編
『
朱
子
学
的
思
惟
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
、
所
収
)
　
が
吟
味

す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
　
「
跡
徳
久
本
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
巻
に
は
、
「
先
生
云
、
吾
…
六
十
以
前
反
復

紬
繹
、
六
十
以
後
著
書
。
」
　
と
い
っ
た
程
蹄
六
十
代
以
降
の
も
の
と
み
ら
れ
る
語
が
入

っ
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
個
々
の
条
に
つ
い
て
は
記
録
年
代
不
明
で
あ
り
、

資
料
の
伝
承
者
が
、
二
程
に
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
郷
柄
と
い
う
北
宋
未
の
人
で
あ

る
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
巻
二
四
と
い
う
『
遺
書
』
内
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
本

巻
は
一
見
、
程
蹄
晩
年
の
語
に
限
定
さ
れ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
『
遺
書
』
目
録
メ
モ
に

は
　
「
旧
附
東
見
録
後
」
　
と
、
原
資
料
の
も
と
の
位
置
が
説
か
れ
て
お
り
、
呂
大
臨
録

に
近
い
時
期
か
ら
の
語
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
も
残
る
。
程
蹄
晩
年
の
も
の
と
決
め

つ
け
る
の
は
危
う
い
。

⑥
　
こ
の
段
落
の
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
前
集
注
③
友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形

成
』
(
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
)
　
九
三
、
三
四
二
頁
参
照
。

⑦
　
「
構
渠
教
人
、
本
只
是
謂
世
学
膠
固
、
故
説
一
箇
滑
虚
一
大
、
只
図
得
人
相
韻
得
没

去
就
道
理
来
、
　
然
而
人
又
更
別
処
走
。
今
日
且
只
道
敬
。
」
　
(
巻
二
上
第
一
三
八
粂
)

⑧
　
前
集
注
⑯
市
来
「
程
伊
川
実
践
論
の
論
理
形
成
-
『
遺
書
』
入
関
語
録
を
中
心
と
し

て
ー
」
　
(
「
集
刊
東
洋
学
」
第
三
八
号
、
一
九
七
七
年
)
　
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
指
摘

し
た
。
た
だ
し
　
「
某
写
字
時
甚
敬
。
非
是
要
字
好
、
只
比
是
学
。
」
　
(
巻
三
第
二
三
条
。

程
再
話
)
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
「
事
」
に
お
け
る
「
敬
」
と
い
う
思
考
が
程
蹄
だ
け

の
も
の
と
は
い
え
な
い
。
敬
に
関
す
る
兄
と
も
と
も
と
共
有
す
る
感
覚
を
説
明
の
狙

上
に
の
せ
た
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

⑨
　
市
来
「
程
蹄
の
未
発
巳
発
論
-
蘇
季
明
問
答
を
め
ぐ
っ
て
-
」
(
『
中
国
に
お
け
る
人

間
性
の
探
究
』
金
谷
治
締
、
創
文
社
、
一
九
八
三
年
、
所
収
)
に
お
い
て
こ
の
問
題

を
論
じ
た
。

⑳
　
巻
一
五
第
一
六
条
、
巻
一
八
第
八
三
条
、
巻
一
九
第
九
三
条
。

⑬
　
『
遺
書
』
巻
二
五
第
一
～
五
条
が
「
格
物
」
に
言
及
す
る
。
こ
の
巻
は
『
遺
書
』
の

末
尾
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
原
資
料
に
注
記
さ
れ
た
　
「
張
具
吻
叔
所
伝
。
識
者
疑
共

闘
多
非
先
生
語
」
と
い
う
「
胡
氏
本
」
　
の
言
に
朱
裏
が
従
っ
た
た
め
で
あ
る
。
記
録

者
と
さ
れ
る
暢
大
隠
、
字
潜
道
は
、
『
遺
書
』
巻
二
上
第
一
五
六
条
で
薛
酢
、
楊
時
と

対
比
さ
れ
て
、
「
暢
大
隠
許
多
時
学
、
乃
方
学
禅
、
是
於
比
蓋
未
有
所
得
也
」
と
論
評

さ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
ま
た
『
兄
氏
客
語
』
で
は
司
馬
光
二
〇
八
六
年
没
)
　
に
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若
い
と
き
会
い
議
論
し
た
と
い
う
挿
話
が
の
る
。
こ
の
巻
に
は
、
「
至
顕
者
莫
如
事
、

至
微
者
真
如
理
。
而
事
理
一
致
、
微
顕
一
派
。
古
之
君
子
所
謂
善
学
者
、
以
其
能
通

於
此
而
巳
。
」
　
(
第
六
八
条
)
　
と
い
う
、
『
易
伝
』
序
　
二
〇
九
九
年
)
　
の
　
「
至
微
者
理

也
。
至
著
者
象
也
。
体
用
一
派
、
顕
微
無
間
。
」
　
に
類
似
す
る
語
が
あ
り
、
か
つ
　
『
遺

書
』
の
末
尾
に
こ
の
巻
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
巻
は
『
易
伝
』
序
が
か
か
れ
た
頃
、

ま
た
そ
れ
以
降
の
も
の
と
み
ら
れ
て
き
た
が
、
暢
大
隠
が
司
馬
光
と
会
っ
て
い
る
と

い
う
右
の
挿
話
か
ら
す
る
と
、
暢
大
隠
の
二
程
師
事
は
程
顛
在
世
中
か
ら
と
い
う
可

能
性
も
高
く
、
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
の
巻
の
程
疎
の
発
音
す
べ
て
を
程
頓
晩
年
の
も

の
と
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑫
　
以
下
の
論
述
に
つ
い
て
は
、
注
⑧
拙
稿
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
友
枝
龍
太
郎

「
程
伊
川
に
お
け
る
窮
理
説
の
展
開
」
　
(
「
東
京
支
那
学
報
」
一
〇
、
一
九
六
四
年
)

は
、
張
載
と
論
争
す
る
程
輝
の
　
「
窮
理
」
説
と
、
「
入
関
語
録
」
に
お
け
る
程
蹄
の
　
「
窮

理
」
説
と
の
ち
が
い
を
確
認
し
、
そ
こ
に
程
転
へ
の
関
学
の
影
響
が
あ
っ
た
と
説
き
、

同
　
「
伊
川
窮
理
説
の
性
格
-
遺
書
を
中
心
と
し
て
I
」
　
(
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

二
四
⊥
、
一
九
六
五
年
)
　
は
、
程
踵
の
舌
に
お
け
る
　
「
知
・
恩
」
　
と
　
「
理
」
　
の
性
格

の
展
開
を
『
遺
書
』
　
の
巻
一
五
以
降
、
巻
を
逐
っ
て
検
討
す
る
。
た
だ
し
前
者
の
論

文
は
、
「
窮
理
」
　
と
　
「
敬
」
　
説
と
の
関
係
、
ま
た
　
「
窮
理
尽
性
至
命
」
　
を
一
つ
と
み
る

発
言
が
　
「
伊
川
先
生
話
」
巻
一
八
以
降
に
も
み
え
て
い
る
こ
と
を
い
わ
な
い
。
一
方
、

後
者
の
論
文
の
　
『
遺
書
』
巻
一
五
か
ら
一
九
ま
で
の
軽
暖
発
言
の
展
開
の
論
述
に
つ

い
て
は
頒
け
る
が
、
巻
二
五
に
関
し
て
は
、
こ
の
巻
の
言
を
す
べ
て
程
蹄
晩
年
の
も

の
と
み
る
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
前
注
⑪
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
う
し
た
前

提
を
立
て
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
「
入
関
語
録
」
　
で
問
題
と
な
る
の
は
　
「
窮
理
尽
性
王

命
」
論
で
は
な
く
、
「
窮
理
」
　
が
　
「
格
物
」
　
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
理
由
と
、
関
学
と
の

関
わ
り
の
中
で
の
　
「
格
物
窮
理
」
　
説
と
　
「
敬
」
　
説
と
の
関
係
で
あ
り
、
こ
の
点
を
中

心
に
し
て
こ
こ
で
は
論
述
す
る
。

⑬
　
い
さ
さ
か
難
解
な
以
下
の
条
に
つ
い
て
は
、
木
下
鉄
矢
『
朱
某
再
読
-
朱
子
学
理
解

へ
の
一
序
説
-
』
(
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
)
　
第
三
章
第
五
節
に
、
『
遺
書
』
の
語

法
面
か
ら
の
考
察
が
あ
る
。

⑭
　
程
顛
語
と
し
て
　
「
言
天
地
之
化
、
巳
剰
一
体
字
、
只
此
便
是
天
地
之
化
、
不
可
対
比

箇
別
有
天
地
。
」
(
『
遺
書
』
巻
二
上
第
三
三
条
)
と
い
う
、
彼
の
風
気
を
よ
く
示
す
と

思
わ
れ
る
発
言
が
あ
り
、
こ
の
語
を
基
準
に
し
て
、
「
二
先
生
語
」
中
の
明
記
が
な
い

も
の
に
つ
い
て
程
願
的
傾
向
の
も
の
を
多
少
は
分
離
で
き
る
と
考
え
る
。
市
来
「
程

顛
-
万
物
一
体
の
仁
の
提
唱
者
-
」
(
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
史
　
下
』
ぺ
り
か
ん

社
、
一
九
八
七
年
)
　
で
は
、
「
二
先
生
語
」
中
の
二
程
両
者
の
明
記
が
な
い
も
の
も
、

こ
の
視
点
か
ら
何
条
か
程
願
の
言
と
し
て
扱
っ
た
。

⑬
　
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
『
河
南
程
氏
粋
舌
』
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
事
が
朗
寅
縮

か
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
楊
時
の
位
置
」
　
(
「
日
本
中
国
学

会
報
」
第
三
三
集
、
一
九
八
一
年
)
注
4
3
参
照
。
そ
の
他
、
『
程
氏
外
書
』
目
録
及
び

目
録
メ
モ
に
み
え
る
『
大
全
集
』
、
『
程
子
微
音
』
や
、
前
集
で
ふ
れ
た
『
河
南
師
説
』

(
前
集
注
⑧
も
参
照
の
こ
と
)
な
ど
も
、
こ
う
し
た
選
集
と
推
察
さ
れ
る
。

⑳
　
菰
口
治
「
呂
大
臨
の
礼
思
想
に
つ
い
て
」
　
(
「
中
国
哲
学
論
集
」
　
第
二
号
、
一
九
七
六

年
)
、
参
照
。

⑰
　
市
来
　
「
呂
大
臨
の
思
想
」
　
(
「
日
本
中
国
学
会
報
」
　
第
三
二
集
、
一
九
八
〇
年
)
、
参

照
。

⑱
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
一
、
参
照
。
例
え
ば
、
「
与
叔
年
四
十
七
、
他
文
字
大
綱
立

得
脚
来
健
。
多
有
処
説
得
好
、
　
又
切
。
若
有
寿
、
必
然
進
」
　
と
い
う
。

⑲
　
荒
木
見
悟
「
討
上
察
」
　
(
『
朱
子
の
先
駆
(
下
)
　
朱
子
学
大
系
第
三
巻
』
明
徳
出
版

社
、
一
九
七
六
年
、
所
収
、
解
説
論
文
)
、
「
上
薬
語
録
解
題
」
　
(
『
和
刻
影
印
近
世
漠
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程門初伝と二程語録資料(下)(市来)

⑳　⑳
籍
叢
刊
思
想
栢
8
上
察
語
録
・
延
平
谷
間
』
中
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
、
所
収
、

解
説
論
文
)
、
参
照
。
朱
票
編
『
上
葉
語
録
』
の
原
資
料
は
も
と
曾
悟
の
記
録
。
曾
倍

は
程
門
初
伝
諸
人
に
若
き
と
き
に
師
事
し
、
南
宋
初
紹
興
年
間
に
大
宗
正
丞
、
秦
槍

専
権
と
な
る
と
外
詞
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
か
ら
逆
算
す
る
と
、
程
願
、
王
安
石
な

ど
が
話
題
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
記
録
年
は
元
祐
頃
ま
で
は
遡
れ
ず
、
や
は
り

紹
聖
以
後
の
新
法
党
政
権
期
に
な
ろ
う
。
ま
た
謝
良
性
に
は
、
元
祐
年
間
に
著
し
た

と
い
う
『
論
語
解
』
十
巻
が
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
前
集
注
①
佐
藤
仁
氏
論

文
参
照
。

薛
酢
の
著
作
と
し
て
、
楊
時
「
御
史
薛
公
墓
誌
銘
」
(
『
亀
山
集
』
巻
三
三
)
は
、
「
有

中
庸
義
一
巻
、
詩
二
南
義
一
巻
、
論
語
孟
子
雑
解
各
一
巻
、
文
集
十
巻
」
と
い
う
。
「
年

譜
」
に
よ
る
と
、
元
符
元
年
(
一
〇
九
八
)
四
六
歳
に
『
論
孟
雑
解
』
『
中
庸
義
』
を
、

翌
年
に
『
易
説
』
『
詩
二
南
義
』
を
著
す
と
い
う
。
い
ず
れ
も
末
代
の
書
目
に
は
み
え

ず
、
『
直
斎
番
録
解
題
』
に
「
源
氏
論
語
解
」
　
十
巻
が
載
る
。
現
行
の
『
沸
虎
山
集
』

は
、
『
論
語
精
義
』
『
孟
子
精
義
』
『
中
庸
輯
略
』
そ
の
他
か
ら
の
輯
本
で
あ
る
。

注
⑮
土
田
論
文
、
参
照
。

溝
口
雄
三
　
「
中
国
の
天
(
上
・
下
)
」
　
(
「
文
学
」
一
九
八
七
年
一
二
号
、
一
九
八
八

要
」
　
第
舎
号
I
、
一
九
八
四
年
)
、
参
照
。

⑳
　
こ
の
浮
沈
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
晩
年
の
程
蹄
」
　
(
『
沼
尻
博
士
退
休
記
念

中
国
学
論
集
』
、
一
九
九
〇
年
)
、
参
照
。

⑳
　
例
え
ば
活
州
編
管
を
説
か
れ
て
洛
陽
に
帰
っ
た
と
き
、
「
伊
川
帰
自
活
州
、
気
貌
容

色
髭
髪
皆
勝
平
昔
。
門
人
間
何
以
得
比
。
先
生
日
、
学
之
力
也
。
大
凡
学
者
、
学
処

粒
難
貧
嬢
。
若
富
貴
栄
達
、
即
不
須
学
。
」
　
(
『
外
書
』
巻
一
二
)
と
い
っ
た
こ
と
と
か
、

治
州
行
で
船
が
ひ
っ
く
り
返
り
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
泰
然
と
し
て
い
た
と
か
(
同
)

と
い
っ
た
挿
話
が
残
る
。

⑳
　
そ
の
例
と
し
て
、
市
来
「
陳
淵
の
思
想
-
北
未
来
南
宋
初
に
お
け
る
道
学
継
承
の

一
様
態
-
」
　
(
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
五
八
巻
普
通
号
一
、
一
九
九
八
年
)
は
、

楊
時
に
師
事
し
た
陳
淵
の
思
想
を
検
討
す
る
。

年
二
号
)
、
小
島
毅
「
末
代
天
議
論
の
政
治
理
念
」
(
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
一
〇

七
、
二
九
八
八
年
)
、
同
　
「
天
理
観
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
(
「
東
方
学
」
八
六
、
一
九
九

三
年
)
、
同
「
中
国
に
お
け
る
理
気
論
の
成
立
」
(
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
7
　
世
界
像

の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
)
等
、
参
照
。

⑳
　
洛
陽
に
お
け
る
旧
法
党
系
の
人
脈
、
そ
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
木
田
知
生
「
北
宋

時
代
の
洛
陽
と
士
人
達
-
開
封
と
の
対
立
の
中
で
ー
」
　
(
「
東
洋
史
研
究
」
第
三
八
巻

一
号
、
一
九
七
九
年
)
、
参
照
。

⑳
　
市
来
「
韓
経
と
程
顛
-
「
持
国
問
答
」
を
め
ぐ
っ
て
-
」
(
「
東
北
大
学
教
養
部
紀

本
稿
は
、
平
成
十
一
～
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
(
基
盤
研
究
(
C
)

(
2
)
」
)
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鹿
島
学
術
振
興
財
団
お
よ
び
三
菱
財
団

の
研
究
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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【程門初伝高弟における二程師事と北宋未状勢　略年表】

年号 大 事 記 二　 程 謝良佐 楊　 時 薛　 酢 呂大臨 ・芦惇

72

76

77

7富

79

8 1

意2

‡5

富6

‡7

出

89

90

93

無事 5

熱寧 9

無事 10

元豊元

元豊 2

元豊 4

5

元豊 8

(新法党)

盟藍盈

哲宗即位 54程尉没 l

29 見程尉・醸

36 進士

24 進士

29見程尉

20 初見程醸

29 見程尉

30 進士

呂 32 二程に

全 うか。

呂34 東見録

元祐元

元祐 2

元祐 3

元祐 4

元祐 5

元祐 8

王安石・司馬光

没

(旧法党)

宣仁大后死

54程蹄説書

55西京国子監

h
lll
lll

ll
l
l

l
l
l
l
ll
l
l
l
l
l(不 . 詳)

41見程頗

知渕陽県

34 太学博士

36 知河浦県

37 穎昌教授

4 1太学博士

見程膀

声 20 見程評

科挙放棄

(この頃呂没)

-1

95

96

97

98

00

0 1

02

03

05

07

11

14

15

17

19

23

25

25

紹聖 2

紹聖 3

紹聖 4

元符元

(新法党) r以党論

放帰田里」

65活州編管

易伝

l
l
ll
l
l
l
l
l
ll
l
l
l

この頃

京師・郷里往還

43 斉州答判

44 父死

論 孟雑解 ・中庸

義

llt
`l
l
l
l
l

(芦　 不詳)

元符 3

建中璃

徽宗即位

(旧・新折衷)

国元 向大后死

68西京国子監 51見程蹄

入対

西京竹木監

見程障

49建陽県丞

48 監察御史 芦 30 程蹄に密着

崇寧元

崇宰 2

崇寧 4

大観元

政和元

政和 4

政和 5

政和 7

宣和元

宣和 5

宣和 7

(新法党)

元祐姦党碑

12月徽宗譲位

71居能門南

さらに程村へ

75程暗殺 I

l
l
l
l
ll

この頃知応城県

見胡安国

l
l
ll
l
l
l
lll
lりe

この頃投 ?

50荊州教授

この頃

胡安国と交流

55知余杭県

59知蒼山県

73遥英殿説書

50 知和州

52 嗣録官

59 知漠陽軍

62 嗣録官

63 母死

65知紆州

67知濠州

7 1歴路で没

芦 この頃

易を授けらる。

芦 37 程蹄葬儀

l
l
l
l
ll
l

(声　 不詳)

l
llll
lll
V

靖康元 欽宗 74侍沫

・国子祭洒

ダ 56 推薦 さる。
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